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的
安
全
保
障
政
策
し
と
呼
ん
だ
合
衆
国
の
戦
後
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
中
東
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
大
き
な
制
約
を
負
っ
て
い
た
。
同
政
策
の
遂
行
者
は
石
油
会
社
、
殊
に
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
蟹
　
一

∵
稿
栗
で
・
・
た
．
・
ジ
ャ
麦
僕
言
書
府
・
思
惑
・
反
・
て
、
屡
石
油
産
選
書
寡
の
素
的
雛
・
確
保
す
・
・
と
に
臆
病

　
し
、
産
護
国
に
落
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
方
向
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
、
強
力
な
私
企
業
の
論
理
に
　
一

一…　

謔
髏
ｧ
約
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
最
大
の
国
界
は
、
同
政
策
を
創
造
し
た
合
衆
国
の
政
策
決
定
着
陣
の
思
考
自
体
に
内
在
し
て
い
た
。
彼
ら

難
鞭
哺
簸
陪
塩
釜
幾
ザ
鴛
篠
懸
謬
縫
簾
縫
．
蘇
難
排
鎌
搬
嘉
甥
驚
…

　
提
供
し
、
嗣
モ
デ
ル
は
多
く
の
産
滴
国
に
お
い
て
彼
ら
の
思
惑
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
掛
金
保
障
政
策
が
サ
ウ
　

ジ
．
・
て
一
ア
ル
の
齋
・
同
値
化
ン
・
れ
な
、
と
は
、
同
語
の
硬
直
化
・
営
ゑ
．
馨
た
．
石
艘
入
の
増
大
吉
も
畠
資
源
へ
の
支
配
の
除
隊
・
案
・
…

　
た
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
胃
一
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
は
サ
ウ
ジ
・
モ
デ
ル
の
受
け
入
れ
を
迫
り
、
自
ら
が
秘
め
て
い
た
「
与
え
る
者
」
　
略

の
縫
さ
露
呈
・
て
い
も
・
・
ン
石
油
国
有
化
紛
争
の
膠
着
化
は
、
讐
墨
黒
保
障
肇
の
最
期
限
界
・
董
－
る
も
の
だ
・
た
の
で
あ
・
．
…
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十
九
世
紀
後
半
に
石
油
が
ア
メ
リ
カ
社
会
を
支
え
る
基
幹
物
資
の
一
つ
と
な
っ
て
以
来
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
は
自
国
の
石
油
需
要
を
自
給
す
る
体
制
を
誇
っ
て
い
た
。
含
量
国
を
含
む
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
石
油
生
産
は
、
一
九
三
八
年
の
時
点
で
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

界
の
石
抽
生
産
の
七
六
％
を
占
め
、
世
界
の
石
油
生
産
の
重
心
は
西
半
球
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
数

年
間
に
、
世
界
の
石
油
生
産
の
重
心
は
東
半
球
に
移
動
し
始
め
る
。
こ
の
時
期
は
、
今
日
に
至
る
中
東
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
石
弓
生
産
の

構
図
の
黎
明
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
時
に
、
こ
の
時
期
は
戦
後
の
米
ソ
冷
戦
の
開
始
期
に
も
妾
た
る
。
そ
れ
故
、
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
至
る
合
衆
国

の
中
東
産
油
国
に
対
す
る
政
策
の
分
析
に
は
、
冷
戦
史
研
究
一
般
に
お
け
る
二
つ
の
対
立
的
な
視
座
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
は
、

ソ
連
を
中
心
と
し
た
共
産
主
義
勢
力
に
対
す
る
安
全
保
障
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
合
衆
国
の
意
図
を
、
岡
国
の
対
外
政
策
の
最
も
重
要
な
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

要
因
と
し
て
捉
え
る
立
場
で
あ
り
、
仮
に
伝
統
的
冷
戦
史
観
と
し
て
一
括
す
る
。
伝
統
的
冷
戦
史
観
と
対
立
す
る
も
う
一
方
の
視
座
は
、
合
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

国
の
対
外
政
策
が
、
主
に
同
国
の
資
本
家
階
級
の
利
益
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
考
え
る
立
場
で
あ
り
、
資
本
主
義
国
家
史
観
と
呼
ん
で
お
く
。

近
年
で
は
、
前
者
の
視
点
か
ら
後
紐
の
枠
組
み
を
大
き
く
取
り
入
れ
た
ペ
イ
ン
タ
ー
の
研
究
や
、
一
次
史
料
へ
の
依
拠
や
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

援
用
に
よ
る
資
本
主
義
国
家
史
観
の
論
証
の
洗
練
等
に
よ
っ
て
、
両
者
の
溝
が
狭
ま
る
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
政
策
の
根
本
的
な
目
的
に
対
す

る
説
明
に
お
い
て
両
者
の
議
論
は
今
購
で
も
な
お
対
立
的
で
あ
る
。

　
本
、
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
イ
ラ
ン
石
油
国
有
化
紛
争
が
膠
着
状
態
に
陥
る
一
九
五
一
年
ま
で
の
合
衆
国
の
中
東
産
油
園
政
策
を
扱

う
。
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
基
本
的
に
伝
統
的
冷
戦
史
観
の
立
場
に
立
つ
が
、
特
に
合
衆
国
政
府
と
石
油
会
社
の
関
係
に
つ
い
て
伝
統
的
冷
戦

史
観
に
立
つ
主
要
な
諸
研
究
と
も
異
な
っ
た
視
点
を
提
示
す
る
。
更
に
本
稿
は
、
戦
後
の
合
衆
国
の
産
油
国
政
策
が
経
済
力
に
依
存
し
た
も
の

で
あ
る
事
を
強
調
す
る
点
で
、
ポ
ラ
ー
ド
が
提
示
し
た
「
経
済
的
安
全
保
障
政
策
」
の
枠
組
に
依
拠
す
る
が
、
具
体
的
な
論
証
や
史
実
の
評
価
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に
お
い
て
本
稿
と
ポ
ラ
ー
ド
の
著
作
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
中
東
産
海
国
に
対
す
る

変
質
と
限
界
に
焦
点
が
置
か
れ
る
こ
と
を
予
め
述
べ
て
お
き
た
胴
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放
送
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版
協
会
、
一
九
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年
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ミ
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喪
、
ミ
受
㎏
覧
豊
よ
凄
。
、
（
一
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Q
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㌧
岡
崎
維
徳
訳
『
第
三
世
界
と

　
　
の
対
決
』
（
筑
摩
書
房
、
「
九
九
二
年
）
。

　
④
　
℃
ρ
㎞
暮
。
さ
§
．
ミ
．
℃
ペ
イ
ン
タ
ー
は
、
戦
後
の
合
衆
國
政
府
が
私
企
業
が
最
大

二
　
合
衆
国
の
産
油
国
に
対
す
る
戦
後
政
策
の
形
成

1

経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
視
座

「
経
済
酌
安
全
保
障
政
策
」
の

　
隈
の
利
益
を
生
み
出
す
環
境
を
整
備
す
る
事
を
爾
標
に
し
て
い
た
と
の
点
で
、
そ

　
の
政
策
を
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
描
き
、
「
石
油
に
関
す
る
米
国
の
国
益
」

　
が
蝋
外
的
に
は
門
世
界
の
石
油
資
源
に
対
す
る
何
ら
か
の
形
態
に
よ
る
支
配
」
で

　
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
ペ
イ
ン
タ
ー
の
説
明
は
、
国
家
・
政
府
と
資

　
本
家
階
級
の
共
同
を
前
提
せ
ず
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
政
府
の
主
体
的
選
択
と

　
し
て
描
く
点
に
お
い
て
資
本
主
義
國
家
史
観
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
本
稿
の
税
腰
気
に
出
版
さ
れ
た
竃
o
ρ
戸
餐
㌶
㌧
囲
〈
．
、
q
ぎ
蕊
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ミ
こ
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切
尉
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噛
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￥
楓
遠
9
（
削
り
箕
y
は
、
連
邦
公

　
権
力
と
大
企
業
の
関
係
を
様
々
な
共
生
関
係
（
僧
。
・
《
ヨ
g
a
。
邑
薮
8
）
と
捉
え

　
て
お
り
、
石
油
を
巡
る
問
題
に
も
、
長
期
的
視
点
か
ら
要
領
の
良
い
分
析
が
加
え

　
ら
れ
て
い
る
。

⑤
　
℃
。
夢
a
㌧
客
〉
‘
野
。
§
ミ
馬
偽
い
§
ミ
電
袋
ミ
さ
為
O
、
、
偽
駐
軌
ミ
簿
Q
9
ミ

　
峯
鼻
遣
な
よ
＆
9
（
一
〇
Q
。
頓
）
．

　
合
衆
国
政
府
内
で
は
、
第
二
次
批
界
大
戦
中
か
ら
将
来
の
石
油
供
給
へ
の
不
安
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
既
に
半
世
紀
に
わ

た
る
石
油
生
産
の
歴
史
を
持
つ
合
衆
国
で
は
、
古
い
油
田
が
増
加
し
、
新
し
い
油
困
の
発
見
が
減
少
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
石
抽
消
費
は
将

来
に
わ
た
っ
て
伸
び
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
平
時
に
は
匹
半
球
の
石
油
資
源
を
節
約
し
、
東
半
球
石
油
の
開
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発
及
び
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
合
衆
国
政
府
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
り
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
の
関
心
は
、
莫
大
な
石
濾
資
源
の
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
た
中
東
、
殊
に
戦
前
か
ら
米
圏
企
業
が
独
占
的
な
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
に
注
が
れ
て
い
っ
た
。
大

戦
中
の
合
衆
国
政
府
は
、
石
油
備
蓄
公
社
（
b
Φ
窪
。
δ
億
ヨ
国
②
の
窪
く
Φ
ω
O
。
目
℃
。
乙
舳
8
）
構
想
に
代
表
さ
れ
る
、
運
邦
公
権
力
の
大
幅
な
直
接
介
入
に

よ
っ
て
サ
ウ
ジ
利
権
の
安
定
を
図
っ
た
が
、
公
権
力
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
介
入
を
嫌
う
国
内
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
た
各
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
ら
の
強
力
な
反
対
に
遭
っ
て
そ
れ
ら
の
試
み
は
何
れ
も
挫
折
し
た
。

　
し
か
し
、
合
衆
国
政
府
の
石
油
に
対
す
る
関
心
は
戦
後
も
継
続
す
る
。
一
九
四
八
年
に
は
、
か
ね
て
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
通
り
、
合
衆
国

が
石
油
の
純
輸
入
国
に
転
落
し
、
東
半
球
石
油
の
重
要
性
が
増
大
し
た
。
更
に
、
欧
州
復
興
計
画
は
、
従
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
九
〇
％
を
石
炭
に

依
存
し
て
い
た
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
石
油
に
転
換
す
る
こ
と
を
眼
園
の
一
つ
に
掲
げ
、
同
計
画
に
お
い
て
石
油
関
連
の
援
助
は
右
目
別
の
援

助
額
で
最
大
の
位
官
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
欧
州
復
興
計
画
に
お
い
て
同
地
域
へ
の
石
油
の
供
給
地
と
し
て
目
さ
れ
た
の
も
中
東

　
　
　
③

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
公
権
力
の
大
幅
な
介
入
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
大
戦
中
の
経
験
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た

た
め
、
合
衆
国
政
府
は
、
自
国
と
産
油
国
の
間
の
最
も
重
要
な
接
点
で
あ
る
石
油
を
巡
る
絆
を
、
戦
後
は
私
企
業
の
手
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
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④

　
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
石
油
会
社
の
支
援
者
と
し
て
の
合
衆
国
政
府
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
支
援
者
と
し
て

の
役
割
を
担
う
と
同
時
に
、
合
衆
国
政
府
が
自
ら
の
政
策
の
大
き
な
枠
組
み
の
中
に
石
油
会
社
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
点
を
重
視

す
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
枠
組
み
と
は
、
産
油
圏
政
府
が
獲
得
す
る
石
油
か
ら
生
じ
る
利
益
を
従
来
よ
り
も
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
石
油
利
権
の
安
定
を
も
含
ん
だ
産
油
国
の
政
治
的
安
定
や
、
冷
戦
に
お
け
る
西
側
陣
営
へ
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
の
石
油
開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
米
国
系
メ
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
八
丁
串
〉
揖
屯
集

℃
な
・
一
営
Φ
）
建
設
を
巡
る
一
九
四
六
年
以
降
の
過
程
に
、
合
衆
個
の
こ
の
よ
う
な
政
策
の
初
期
酌
形
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
溝
田
か
ら
東
地
中
海
沿
岸
ま
で
石
油
を
輸
送
す
る
同
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
ト
ラ
ン
ス
・
ヨ
ル
ダ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
等
を
通
過

す
る
予
定
で
、
そ
の
通
過
権
獲
得
の
た
め
に
通
過
国
政
府
と
の
交
渉
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
通
過
国
側
が
、
慣
例
を
破
っ
て
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
保
安
に
か
か
る
費
用
の
ほ
か
に
通
行
料
の
支
払
い
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
同
地
域
を
信
託
統
治
し
て
い
た
英
国
政
府
の
植
民
地
省
、

及
び
関
係
石
油
会
社
は
、
通
行
料
の
支
払
い
に
反
対
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
合
衆
照
政
府
は
、
「
同
地
域
諸
国
が
、
地
域

の
石
油
資
源
の
開
発
か
ら
得
ら
れ
る
経
済
的
利
益
に
直
接
参
加
す
る
」
こ
と
が
、
「
内
外
の
敵
対
勢
力
」
か
ら
石
油
利
権
を
防
衛
し
、
米
国
企

業
の
善
意
を
示
す
た
め
に
も
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
通
行
料
の
支
払
い
を
強
く
主
、
張
し
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
政
府
の
主
張
の
結
果
、
パ
イ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ラ
イ
ン
通
過
諸
國
と
の
協
定
に
お
い
て
は
、
通
過
す
る
石
油
の
量
に
比
例
し
た
通
行
料
の
支
払
い
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
ソ
連
と
の
冷
戦
の
顕
在
化
は
同
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
に
も
冷
戦
の
文
脈
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
四
八
年
の
第
一
次
中
東
戦

争
に
伴
っ
て
米
国
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
へ
の
鉄
鋼
の
輸
出
が
見
合
わ
さ
れ
た
際
、
国
務
省
は
、
停
戦
の
実
現
と
前
後
し
て
鉄
鋼
輸
出
を
再

開
す
る
よ
う
強
く
主
張
し
た
。
こ
の
際
、
同
省
が
建
設
計
画
推
進
の
論
拠
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
欧
州
復
興
計
画
に
お
け
る
中
東
石
油
の
重
要

性
と
共
に
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
の
完
遂
が
「
岡
地
域
に
手
当
の
収
入
を
与
え
…
…
共
産
主
義
の
拡
大
に
有
利
な
様
々
な
破
壊
的
傾
向
を
圧
殺

す
る
」
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
「
内
外
の
敵
紺
勢
力
」
と
表
現
さ
れ
た
も
の
は
「
共
産
主
義
勢
力
」
と
同
一
視
さ
れ
、
パ
イ
プ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ソ
と
そ
れ
が
現
地
政
府
に
齎
す
石
独
収
入
は
合
衆
国
の
冷
戦
政
策
上
に
明
確
な
地
位
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
石
瀬
か
ら
生
じ
た
利
益
の
分
配
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
通
過
国
を
参
加
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
通
過
濁
か
ら
の
圧
力
を
緩
和
し
、
同
時
に
、
冷
戦

状
況
下
に
お
け
る
そ
れ
ら
諸
国
の
政
治
経
済
的
安
定
を
促
進
す
る
と
い
う
大
ま
か
な
政
策
的
枠
組
み
は
、
産
油
国
に
対
す
る
合
衆
国
政
府
の
以

後
の
政
策
の
噛
矢
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
合
衆
国
政
府
の
政
策
は
「
外
交
の
主
要
な
手
段
と
し
て
経
済
力
に
依
存
」
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

ポ
ラ
ー
ド
が
「
経
済
的
安
全
保
障
政
策
偏
と
呼
ん
だ
合
衆
国
の
対
外
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
事
が
で
き
る
。
合
衆
国
は
、
自
ら
の
経
済
力
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

具
体
的
に
は
産
油
國
致
府
へ
の
石
油
収
入
の
拡
大
を
通
じ
て
、
産
亡
国
に
お
け
る
冷
戦
政
策
を
遂
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

産
独
国
に
対
す
る
合
衆
国
の
経
済
的
安
全
保
障
政
策
が
石
濾
か
ら
生
じ
る
利
益
に
基
づ
き
、
石
濾
生
産
が
私
企
業
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
以
上
、
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⑧

同
政
策
は
そ
の
実
現
の
過
程
で
私
企
業
の
論
理
に
よ
る
綱
約
を
受
け
た
。

関
係
か
ら
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
限
界
を
考
察
す
る
。

2

合
衆
国
政
府
と
石
油
会
社

次
節
で
は
、
合
衆
国
政
府
と
そ
の
政
策
の
遂
行
者
た
る
石
油
会
社
の

38　（368）

　
資
本
主
義
国
家
史
観
に
立
つ
諸
研
究
は
、
合
衆
国
の
産
油
国
政
策
の
分
析
に
お
い
て
も
、
合
衆
圏
の
国
家
・
政
府
が
自
国
の
資
本
家
階
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

利
益
を
最
大
限
増
進
す
る
よ
う
な
政
策
を
遂
行
す
る
点
を
強
調
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
伝
統
的
冷
戦
史
観
に
立
つ
諸
研
究
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
、
合
衆
国
政
府
と
石
油
会
社
、
特
に
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
協
調
関
係
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
動

向
は
、
合
衆
国
政
府
と
石
油
会
社
の
間
に
し
ぼ
し
ぼ
見
ら
れ
た
厳
し
い
意
見
の
対
立
を
過
小
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
対
立
は
、
両
者
の
協
調
よ
り
は
、
実
際
に
政
策
を
遂
行
す
る
立
場
に
あ
る
石
油
会
社
が
優
位
に
立
つ
両
者
の
力
関
係
に
従
っ
て
解
決

さ
れ
、
合
衆
国
の
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
企
業
の
論
理
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
現
形
態
を
制
約
さ
れ
て
い
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
合
衆
国
政
府
と
石
油
会
社
の
力
関
係
は
、
一
九
四
七
年
に
ア
ラ
ム
コ
（
≧
p
玄
睾
5
ヨ
巴
。
露
○
自
O
。
B
嚇
3
、
“
≧
国
華
8
）
が
再
編
成
さ
れ
る
過

程
に
表
面
化
し
た
。
ア
ラ
ム
コ
は
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
石
油
利
権
を
保
有
す
る
現
地
生
産
会
祉
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

時
に
は
、
米
国
系
メ
ジ
ャ
ー
ズ
で
あ
る
ソ
ー
カ
ル
（
ω
臼
コ
号
注
・
○
躍
。
h
o
ρ
ま
。
三
遷
ω
。
。
包
社
と
テ
キ
サ
ス
（
8
。
×
器
9
｝
）
社
の
子
会
社
で
あ

っ
た
。
ア
ラ
ム
コ
が
直
面
し
た
問
題
は
、
親
会
社
二
社
が
、
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
パ
イ
。
フ
ラ
イ
ン
の
十
分
な
建
設
資
金
、
及
び
膨
大
な

サ
ウ
ジ
石
油
を
販
売
す
る
の
に
十
分
な
市
場
を
持
た
ぬ
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
前
後
か
ら
一
九
四
六
年
置
か
け
て
、

ア
ラ
ム
コ
の
親
会
社
二
五
は
、
ア
ラ
ム
コ
の
経
営
を
強
化
す
べ
く
、
イ
ラ
ク
石
油
会
社
（
犀
原
画
①
鍾
9
窪
ヨ
O
。
∴
I
P
C
と
略
記
）
を
通
じ
て
既

に
中
東
の
石
油
開
発
に
参
加
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
。
り
仲
磐
費
巳
9
一
〇
｛
乞
薯
｝
㊦
諾
Φ
ご
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
略
記
）
社
と

ソ
コ
ニ
ー
（
ω
9
8
宰
く
霧
巷
壼
）
祉
を
ア
ラ
ム
コ
に
招
入
す
べ
く
行
動
す
る
。
　
こ
こ
で
最
大
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
王
P
C
参
加
会
社
閾
で

一
九
二
八
年
に
締
結
さ
れ
て
い
た
赤
線
協
定
（
図
Φ
α
雛
器
》
G
q
お
Φ
ヨ
。
曇
）
の
存
在
で
あ
っ
た
。
同
協
定
は
、
王
P
C
に
参
締
す
る
各
社
が
単
独



戦後アメリカ合衆国の中東産油国政策（小野沢）

で
旧
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
域
内
の
石
油
開
発
に
参
加
す
る
事
を
禁
止
し
て
お
り
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
も
協
定
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
て
い
た

　
　
　
⑪

の
で
あ
る
。

　
～
九
四
六
年
八
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
ア
ラ
ム
コ
は
、
赤
線
協
定
の
破
棄
、
及
び
ア
ラ
ム
コ
へ
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ソ
コ
ニ
i
両
社
の
招

入
の
意
向
を
国
務
省
側
に
打
診
す
る
。
当
特
の
国
務
省
で
石
油
問
題
を
担
当
し
て
い
た
中
心
人
物
は
、
私
企
業
・
自
由
競
争
の
原
理
を
信
奉
し
、

自
由
貿
易
・
多
国
間
協
定
に
基
づ
く
合
衆
瞬
の
戦
後
経
済
政
策
の
推
進
者
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
レ
イ
ト
ン
（
一
ン
鳶
＝
一
P
白
　
H
し
幽
　
O
一
9
団
伸
O
昌
）

で
あ
っ
た
。
ク
レ
イ
ト
ン
ら
は
、
米
国
系
石
油
会
社
の
原
油
供
給
が
安
定
す
る
こ
と
を
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
他
社
の
参
加
に
よ
っ
て
ア

ラ
ム
コ
を
強
化
す
る
こ
と
を
ア
ラ
ム
コ
側
の
動
き
と
は
別
個
に
考
慮
し
て
い
た
程
で
あ
っ
た
。
更
に
合
衆
国
政
府
の
方
針
が
「
通
商
に
お
け
る

剃
限
的
な
条
項
の
撤
廃
」
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
國
務
雀
は
石
油
会
社
に
よ
る
赤
線
協
定
破
棄
の
動
き
を
、
あ
く
ま
で
も
局
外
者
と
し
て
な

が
ら
歓
迎
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
～
月
、
自
国
の
石
漉
会
社
を
一
P
C
に
参
加
さ
せ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
園
務
省
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈

正
式
に
抗
議
し
た
こ
と
で
、
国
務
省
は
自
ら
問
題
に
介
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
同
省
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
折
衝
を
進
め
る
一
方
、
赤
線

協
定
の
破
棄
及
び
ア
ラ
ム
コ
の
再
編
成
に
関
す
る
具
体
的
な
提
案
と
い
う
形
で
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
、
石
油
会
社
に
対
す
る
主
体
的
な
行

動
に
嵐
る
の
で
あ
る
。

　
手
骨
省
提
案
の
要
点
は
、
ア
ラ
ム
コ
へ
の
新
規
参
加
を
ジ
ャ
…
ジ
ー
一
丁
と
し
、
同
社
は
I
P
C
に
お
け
る
同
社
の
株
式
を
ソ
コ
ニ
…
社
に

売
却
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
I
P
C
と
ア
ラ
ム
コ
に
重
複
し
て
参
加
す
る
会
社
は
無
く
な
る
こ
と
に
な
り
、
I
P
C
参

加
会
社
を
拘
束
す
る
赤
線
協
定
を
盾
に
ア
ラ
ム
コ
の
再
編
成
に
抵
抗
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
批
判
を
か
わ
す
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
貿
易
に
お
け
る
「
制
限
的
条
項
」
の
撤
廃
を
求
め
て
い
た
国
務
省
が
、
赤
線
協
定
の
維
持
を
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
国
務
省
の
意
図
は
門
間
接
的
且
つ
長
期
的
な
利
点
」
と
し
て
同
提
案
に
付
記
さ
れ
て
い
る
以
下
の
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

国
務
省
案
は
「
国
際
的
石
油
取
引
に
従
事
す
る
石
油
会
社
を
結
び
付
け
る
諸
協
定
が
増
加
す
る
傾
向
を
抑
制
し
、
単
純
化
」
す
る
、
具
体
的
に

は
「
米
国
最
大
の
石
油
会
社
二
社
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
ソ
コ
ニ
ー
の
合
衆
国
外
で
の
結
合
の
強
化
を
妨
げ
る
扁
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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更
に
国
務
雀
案
は
、
「
非
常
に
少
数
の
英
米
の
巨
大
石
油
会
社
の
結
合
体
し
が
中
東
の
石
油
を
独
占
し
て
い
る
、
と
の
海
外
及
び
国
内
の
批
判

を
回
避
す
る
た
め
に
も
有
利
で
あ
っ
た
。
国
務
省
案
が
、
他
の
メ
ジ
ャ
ー
ズ
問
協
定
の
変
更
、
及
び
I
P
C
に
お
け
る
ジ
ャ
…
ジ
ー
、
ソ
コ
ニ

ー
の
持
ち
株
を
米
国
の
参
加
希
望
会
社
に
売
却
す
る
可
能
性
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
慮
し
て
も
、
国
務
省
の
狙
い
は
、
メ
ジ
ャ
ー

ズ
へ
の
利
権
の
集
中
防
止
、
ひ
い
て
は
中
東
の
石
油
開
発
に
お
け
る
競
争
の
復
活
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
ク
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ト
ン
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
当
時
の
国
務
雀
内
で
は
広
く
支
持
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
油
会
社
側
は
国
務
省
案
を
門
葡
払
い
に
し
た
。
I
P
C
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
持
ち
株
を
ソ
コ
ニ
ー
に
売
却
す
る
こ

と
は
既
に
両
社
間
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
売
却
価
格
に
つ
い
て
折
り
合
い
が
っ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

最
大
の
理
由
は
、
両
社
が
、
ア
ラ
ム
コ
と
I
P
C
に
同
時
に
参
加
す
る
こ
と
、
即
ち
「
中
皮
に
お
け
る
両
社
の
（
石
油
利
権
の
）
所
有
を
拡
大
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
こ
と
を
「
商
業
的
理
由
」
か
ら
好
ま
し
い
と
判
断
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、
ア
ラ
ム
コ
の
再
編
成
は
、
石
油
会
表
側
の
妾
初
の
予
定

通
り
推
進
さ
れ
、
ア
ラ
ム
コ
に
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
三
〇
％
、
ソ
コ
ニ
ー
が
一
〇
％
の
比
率
で
新
規
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
東
石
油
開
発
に

お
け
る
競
争
の
復
活
を
意
図
し
た
国
務
省
の
最
初
の
主
体
的
な
努
力
は
、
強
力
な
企
業
の
論
理
を
前
に
あ
っ
け
な
く
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
提
案
の
作
成
と
前
後
し
て
、
国
務
省
内
で
は
、
中
東
石
油
利
権
秩
序
の
よ
り
長
期
的
且
つ
包
括
的
な
再
構
築
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
国

務
省
は
「
現
存
す
る
国
際
的
石
油
会
社
の
利
益
が
固
定
化
さ
れ
る
傾
向
を
抑
制
」
し
、
「
中
東
石
油
資
源
の
所
有
権
の
拡
散
」
を
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
国
務
省
は
二
つ
の
方
針
を
考
慮
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
既
に
中
東
に
大
き
な
利
権
を
保
有
し
て
い
る

石
油
会
社
に
新
規
利
権
へ
の
入
札
を
辞
退
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
は
、
メ
ジ
淘
、
ー
ズ
が
既
に
保
有
し
て
い
る
利
権
地
域
の
未
開
発
部
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

放
棄
さ
せ
、
放
棄
さ
れ
た
地
域
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
利
権
に
非
メ
ジ
ャ
ー
ズ
系
の
新
規
参
入
者
を
入
札
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七

年
以
降
、
国
務
省
は
中
質
石
油
利
権
へ
の
非
メ
ジ
ヤ
…
ズ
系
の
新
規
参
入
を
促
進
す
べ
く
行
動
す
る
。
一
九
四
七
年
に
は
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ

ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
が
「
不
可
分
の
二
分
の
一
」
ず
つ
主
権
を
有
す
る
両
国
の
中
立
地
帯
の
石
油
利
権
を
ク
ウ
ニ
ー
ト
政
府
が
付
与
す
る
意
向
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
る
こ
と
を
、
国
務
省
は
米
国
の
独
立
系
石
油
業
者
に
通
知
し
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
ア
ミ
ノ
イ
ル
社
が
同
利
権
を
獲
得
し
た
。
更
に
、
サ
ウ
ジ
・
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ア
ラ
ビ
ア
沖
合
地
域
の
石
油
利
権
が
ア
ラ
ム
コ
の
利
権
協
定
に
含
ま
れ
る
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
際
、
国
務
省
は
こ
れ
を
「
中
東
の
石
油
利

権
所
有
者
と
無
関
係
の
会
社
が
同
地
域
の
石
濾
開
発
に
参
加
す
る
大
き
な
機
会
」
と
捉
え
、
ア
ラ
ム
コ
に
沖
合
地
域
の
利
権
の
放
棄
を
求
め
る

動
き
す
ら
見
せ
た
。
結
局
こ
の
問
題
は
主
権
の
存
否
を
巡
る
デ
リ
ケ
…
ト
な
側
面
を
含
む
故
に
サ
ウ
ジ
政
府
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
、
ア
ラ
ム
コ

が
沖
合
地
域
の
利
権
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
に
際
し
て
ア
ラ
ム
コ
が
サ
ウ
ジ
・
ク
ウ
エ
…
ト
中
立
地
帯
の
サ
ウ
ジ
側

利
権
の
放
棄
に
同
意
し
た
結
果
、
中
立
地
帯
の
サ
ウ
ジ
側
利
権
も
ま
た
米
国
の
独
立
系
業
者
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ヅ
ク
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
社
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
務
省
の
努
力
は
サ
ウ
ジ
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
中
立
地
帯
以
外
に
関
し
て
は
大
き
な
成
果
を
結
ば
な
か
っ
た
。
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
論
理
を

一
言
で
表
現
す
る
な
ら
「
国
務
省
は
…
…
機
会
が
開
か
れ
て
い
る
と
き
に
、
先
兇
性
の
無
さ
の
故
に
中
菓
の
利
権
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
米
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

企
業
に
不
当
な
重
点
を
置
い
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
既
得
利
権
を
な
か
な
か
手
放
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
九

月
十
一
日
、
中
東
産
油
諸
国
か
ら
の
石
酒
収
入
増
加
を
求
め
る
相
次
ぐ
要
求
へ
の
対
応
を
協
議
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
の
会

合
に
お
い
て
も
、
国
務
省
は
メ
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
未
利
用
利
権
地
域
の
放
棄
に
よ
っ
て
産
油
国
か
ら
の
圧
力
を
か
わ
す
事
を
主
張
し
た
が
、
メ

ジ
ャ
ー
ズ
の
強
力
な
抵
抗
に
遭
遇
し
た
。
石
墨
会
社
側
の
或
る
参
加
者
の
書
葉
が
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
立
場
を
象
徴
し
て
い
る
。
「
国
際
市
場
に
お

け
る
シ
エ
ア
を
放
棄
せ
ぬ
限
り
、
石
油
会
社
が
自
発
的
に
利
権
地
域
を
放
棄
す
る
こ
と
な
ど
期
待
で
き
な
い
。
ゲ
ヅ
テ
ィ
氏
（
サ
ウ
ジ
・
ク
ウ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
ト
中
立
地
帯
に
参
入
し
た
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
社
代
表
－
引
眉
者
註
）
は
間
違
い
な
く
石
油
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
。
中

立
地
帯
に
進
出
し
た
新
規
参
入
者
は
バ
レ
ル
当
た
り
五
五
セ
ン
ト
と
い
う
当
時
の
中
東
に
お
い
て
は
破
格
に
高
い
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
で
利
権
を
獲

得
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
前
例
が
産
油
国
か
ら
の
圧
力
を
高
め
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
立
場
を
苦
し
く
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
た
。
メ
ジ
ヤ
…
ズ

か
ら
見
る
と
、
利
権
地
域
の
放
棄
は
自
ら
の
立
場
を
危
う
く
す
る
悪
し
き
前
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
強
力
な
企
業
の
論
理

を
前
に
し
て
国
務
省
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
節
で
も
引
き
続
き
見
て
い
く
よ
う
に
、
現
実
の
中
東
石
瀬
開
発
は
、
メ
ジ
市
、
ー
ズ
の
利
益
を
拡
大
し
、
彼
ら
の
独
占
を
促
進
す
る
方
向
で
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実
現
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
現
出
し
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、
合
衆
国
政
府
が
自
ら
の
方
針
を
メ
ジ
ャ
ー
ズ
に
強
制
出
来
な
か
っ
た

点
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
限
界
は
、
石
油
会
社
か
ら
の
制
約
ば
か
り
で
は
な
く
、

同
政
策
の
本
質
的
な
部
分
に
も
内
在
し
て
い
た
。
　
一
九
五
〇
年
に
締
結
さ
れ
る
ア
ラ
ム
コ
の
新
石
油
協
定
は
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
自
体
に

内
在
す
る
限
界
が
、
後
の
イ
ラ
ン
紛
争
に
お
い
て
露
呈
さ
れ
る
遠
因
と
な
る
。
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3

ア
ラ
ム
コ
の
一
九
五
〇
年
協
定
　
　
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
自
覚
な
き
変
質
1

　
一
九
四
九
年
以
降
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
政
府
は
、
ア
ラ
ム
コ
に
対
し
て
石
抽
収
入
の
増
加
を
相
次
い
で
要
求
し
、
一
九
五
〇
年
六
月
に
は

サ
ウ
ジ
政
府
が
ア
ラ
ム
コ
に
対
し
て
最
後
通
牒
を
発
す
る
ま
で
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
サ
ウ
ジ
側
は
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
で
既
に
一
九
四
八
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

実
現
さ
れ
て
い
た
利
益
折
半
型
の
協
定
を
望
ん
で
い
た
。
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
利
益
折
半
協
定
で
は
、
石
油
か
ら
生
じ
た
利
益
を
産
油
国
政
府
と

会
社
の
間
で
折
半
し
、
会
社
か
ら
産
油
国
へ
の
支
払
い
は
所
得
税
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
中
東
の
ほ
と
ん
ど

の
産
油
国
で
は
、
石
油
会
社
か
ら
産
油
国
政
府
へ
の
支
払
い
は
、
原
面
一
ト
ン
当
た
り
四
シ
リ
ン
グ
（
又
は
六
シ
リ
ン
グ
）
の
固
定
ロ
イ
ヤ
リ
テ

ィ
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
は
、
一
バ
レ
ル
当
た
り
三
論
（
又
は
三
三
）
セ
ン
ト
に
相
当
し
た
。
し
か
し
、
利
益
折
半
原
則
に
基
づ
け
ば
、
当
時

の
中
東
に
お
け
る
石
油
の
公
示
価
格
一
ド
ル
七
五
セ
ン
ト
の
場
含
、
産
油
国
の
石
油
収
入
は
バ
レ
ル
当
た
り
六
〇
セ
ン
ト
か
ら
一
ド
ル
の
水
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
サ
ウ
ジ
政
府
に
柔
軟
な
姿
勢
を
求
め
る
国
務
省
か
ら
の
覚
書
も
サ
ウ
ジ
側
の
強
硬
な
姿
勢
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
、
八
月
末
に
は
、
ア
ラ
ム
コ
が
サ
ウ
ジ
政
府
と
利
権
契
約
を
再
交
渉
す
る
方
針
を
決
定
し
、
国
務
省
は
、
他
の
中
東
産
油
国
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
サ
ウ
ジ
に
お
け
る
所
得
税
導
入
の
可
能
性
に
警
戒
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ラ
ム
コ
が
薩
面
し
た
危
機
に
国
務
省

が
敏
感
に
反
応
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
深
刻
な
ド
ル
不
足
の
た
め
に
英
国
政
府
が
ス
タ
…
リ
ン
グ
・
エ
リ
ア
か
ら
サ
ウ
ジ
石
油
を
含
む
ド

ル
で
取
引
さ
れ
る
石
油
を
締
め
出
し
た
結
果
、
英
国
勢
力
が
関
与
す
る
イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ク
の
石
油
生
産
は
増
潴
す
る
一
方
で
、
サ
ウ
ジ
石
油
は
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大
き
な
市
場
を
失
っ
て
お
り
、
石
油
の
増
産
に
よ
っ
て
サ
ウ
ジ
の
石
演
収
入
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
だ
っ
た
。
更
に
、
朝
鮮
戦
争

の
勃
発
に
よ
っ
て
、
石
油
供
給
の
問
題
は
合
衆
国
の
安
全
保
障
の
問
題
と
直
接
結
び
付
け
ら
れ
、
産
油
国
の
不
満
に
対
す
る
合
衆
国
政
府
の
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

機
感
を
増
大
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
当
蒔
、
国
務
省
で
中
東
問
題
を
扱
っ
て
い
た
中
心
人
物
は
、
中
近
東
・
南
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
問
題
担
当
の
国
務
中
宮
補
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー

ジ
・
マ
ッ
ギ
ー
（
0
8
お
①
ρ
鍵
。
O
ぎ
。
）
と
、
石
岡
問
題
に
関
す
る
彼
の
顧
問
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ソ
ク
ハ
ウ
ザ
ー
（
空
。
審
乙
男
毒
護
。
露
曾
）
で

あ
っ
た
。
両
者
は
戦
後
間
も
な
い
頃
よ
リ
ク
レ
イ
ト
ン
の
下
で
石
油
問
題
に
携
わ
り
、
ア
ラ
ム
コ
の
再
編
成
を
巡
る
会
合
に
も
名
を
連
ね
て
い

た
。
前
節
で
も
少
し
触
れ
た
、
一
九
五
〇
年
九
月
十
～
臼
の
国
務
雀
と
米
国
開
心
ジ
ャ
ー
ズ
の
会
合
の
準
備
の
一
環
と
し
て
フ
ン
ク
ハ
ゥ
ザ
ー

が
作
成
し
た
「
中
東
石
巻
（
．
．
護
鳥
巳
⑦
図
霧
曾
○
二
．
、
ご
と
題
さ
れ
た
大
部
の
メ
モ
は
、
中
東
産
油
国
に
対
す
る
合
衆
国
の
経
済
的
安
全
保
障
政

策
の
最
も
包
括
的
な
表
明
で
あ
る
と
同
暗
に
、
産
油
国
か
ら
の
圧
力
に
対
す
る
当
時
の
合
衆
國
政
府
の
危
機
感
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
書

は
、
中
畑
地
域
か
ら
「
共
産
主
義
の
発
生
源
」
を
除
去
し
、
岡
地
域
を
西
側
陣
営
に
引
き
留
め
る
こ
と
が
持
つ
合
衆
国
に
と
っ
て
の
重
要
性
と
、

同
地
域
の
冷
戦
政
策
上
の
脆
弱
性
を
縷
々
指
摘
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
ソ
連
は
中
東
石
油
に
対
す
る
英
米
の
支
配

（
8
暮
思
2
）
を
簡
地
域
の
外
部
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
唯
～
の
勢
力
と
な
っ
て
い
る
。
…
…
既
存
の
外
国
（
石
油
）
会
社
と
、
天
然
資
源
に
対
す
る

管
理
や
天
然
資
源
か
ら
生
じ
る
収
入
の
増
加
を
求
め
る
（
中
東
の
）
諸
国
民
の
間
に
こ
そ
主
要
な
対
立
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
「
中
東
に
お

け
る
西
側
の
石
滴
利
益
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
相
当
部
分
、
同
地
域
に
お
け
る
合
衆
国
の
包
括
的
な
目
標
の
達
成
に
か
か
っ
て
お
り
、
同
様
に

こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
は
、
樒
当
部
分
、
石
油
産
業
の
運
営
の
在
り
方
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
石
油
産
業
に
対
す
る
現
地
の
不
満
が
除

去
さ
れ
る
の
に
比
例
し
て
、
共
産
主
義
や
反
西
洋
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
中
東
の
抵
抗
力
は
強
ま
っ
て
い
く
。
中
近
東
の
人
々
に
対
し

て
は
、
石
油
産
業
が
彼
ら
の
直
接
の
利
益
と
な
る
こ
と
が
よ
り
明
瞭
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
こ
こ
で
注
属
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
国
務
省
が
門
中
東
諸
国
は
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
協
定
の
方
向
に
動
き
つ
つ
あ
る
」
事
を
承
知
し
た

上
で
、
そ
れ
に
対
し
て
必
ず
し
も
好
意
的
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
園
務
省
は
、
産
油
圏
が
よ
り
高
率
の
石
油
収
入
を
獲
得
す
る
こ
と
に
反
対
し
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て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
は
、
石
油
会
社
が
産
油
国
へ
の
支
払
い
の
増
加
を
合
衆
国
の
税
制
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
織
度
（
3
邑
α
q
p
㌶
図

。
話
鼠
叶
）
の
適
用
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
に
あ
っ
た
。
同
制
度
は
、
一
九
一
八
年
の
内
国
歳
入
法
（
ぎ
菖
琶
巴
菊
Φ
く
魯
器
O
o
緒
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
の
政
府
に
支
払
っ
た
所
得
税
を
合
衆
国
の
課
税
か
ら
控
除
す
る
制
度
で
あ
る
。
従
来
の
固
定
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
い
う

形
で
は
、
石
油
会
社
か
ら
産
油
国
へ
の
支
払
い
は
合
衆
国
の
課
税
に
お
い
て
部
分
的
に
し
か
控
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
産
油
国
へ
の
所

得
税
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
で
、
石
油
会
社
は
産
油
国
へ
の
支
払
い
を
合
衆
国
の
所
得
税
か
ら
完
全
に
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
即
ち
、
従
来
の
合
衆
国
財
務
省
の
収
入
を
産
油
国
の
国
庫
に
移
転
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
国
務
雀
は
こ
の
点
を
問
題
卜
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
国
務
省
は
メ
ジ
ヤ
…
ズ
の
未
利
用
利
権
地
域
の
放
棄
に
よ
っ
て
産
着
圏
か
ら
の
圧
力
を
緩
沸
す
る
事
を
主
張
し
て
い

た
。
従
来
、
こ
の
方
針
に
は
、
中
東
の
石
濾
開
発
に
お
け
る
競
争
の
復
活
を
期
す
る
、
換
言
す
る
な
ら
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
独
占
を
抑
記
す
る
手
段

と
し
て
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
か
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
産
油
国
側
が
よ
り
「
公
正
な
（
凶
接
ご
戸
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
め
て
い
る
。
即
ち
、
新
規
利
権
の
入
札
に
お
い
て
市
場
の
原
理
が
働
き
、
長
期
的
に
は
産
油
国
が
帯
場
の
原
理
を
反
映
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

「
公
正
な
」
石
油
収
入
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
帝
国
の
石
油
会
社
に
対
す
る
不
満
も
沈
静
化
す
る
と
国
務
省
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
国
務
省
の
主
張
は
石
油
会
社
側
に
拒
否
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
十
一
月
六
日
の
ア
ラ
ム
コ
関
係
者
と
国
務
雀
の
会
合
に
お
い
て
、
協
定
の
実
質
的
な
改
訂
等
の
思
い
切
っ
た
措
置
が
必
要
で
あ
る

と
の
会
社
側
の
主
張
に
マ
ッ
ギ
ー
ら
は
傾
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
も
国
務
省
は
、
外
国
税
額
控
除
を
前
提
と
し
た
利
権
協
定
の
変
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

は
難
飽
を
示
し
、
む
し
ろ
利
権
地
域
の
放
棄
に
よ
る
聞
題
の
解
決
を
主
張
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
気
に
情
勢
を
進
展
さ
せ
た
の

は
サ
ウ
ジ
側
で
あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
政
臆
が
、
明
ら
か
に
利
権
契
約
に
違
反
す
る
形
で
、
外
国
企
業
に
対
し
て
二
〇
％
の
所
得
税
を
賦
課
す
る
こ

と
を
一
方
的
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
前
の
会
合
か
ら
僅
か
一
週
間
後
の
十
一
月
十
三
日
、
ア
ラ
ム
コ
の
親
会
社
代
表
を
交
え
た
ア
ラ
ム
コ
と

国
務
省
の
協
議
に
お
い
て
、
国
務
省
は
会
社
側
の
主
張
に
大
き
な
歩
み
寄
り
を
見
せ
る
。
【
，
現
時
点
で
ア
ラ
ム
コ
か
ら
の
栢
墨
の
支
払
い
増
加
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戦後アメリカ合衆国の中東産油国政策（小野沢）

が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
…
…
利
権
地
域
の
放
棄
等
（
直
接
の
支
払
い
船
瀬
と
は
）
異
な
っ
た
方
向
に
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
要
求
を
逸
ら
せ
よ
う

と
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
國
務
省
は
完
全
に
同
意
す
る
」
と
マ
ヅ
ギ
ー
は
明
言
し
た
。
そ
し
て
マ
ッ
ギ
ー
は
、
来
る
べ
き
利
権
協

定
の
内
容
を
特
定
し
な
い
と
い
う
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
贋
務
省
か
ら
ア
ラ
ム
コ
へ
の
全
面
的
な
協
力
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
所
得

税
の
支
払
い
に
よ
る
利
益
折
半
の
適
用
、
及
び
外
国
税
額
控
除
の
適
用
に
関
す
る
国
務
省
の
暗
黙
の
支
持
に
等
し
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
点

で
、
市
場
の
原
理
に
よ
っ
て
利
権
契
約
を
「
公
正
」
化
さ
せ
、
更
に
は
中
東
石
女
開
発
に
お
け
る
競
争
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
国
務
省
の
構

想
は
敗
れ
、
他
方
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
自
ら
の
主
張
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
遂
行
者
と
し
て
の
確
固
た
る
地

位
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
僅
か
一
週
間
で
、
三
年
に
も
亙
る
構
想
を
国
務
省
に
断
念
さ
せ
、
同
省
を
石
油
会
社
に
迎
合
さ
せ
た
第
一
の
原
因
は
、
合
衆
国
政
府
が
抱
い

て
い
た
利
権
喪
失
へ
の
危
機
感
で
あ
っ
た
。
　
フ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
i
作
成
の
「
中
東
石
油
」
メ
モ
に
お
い
て
は
、
「
中
東
の
い
か
な
る
地
域
に
お
い

て
も
、
現
地
の
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は
石
油
会
社
を
接
収
し
た
り
国
有
化
す
る
こ
と
を
悲
し
ん
だ
り
は
し
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
の
指
摘

が
あ
り
、
九
月
十
一
日
の
会
合
に
お
い
て
は
、
フ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー
自
身
が
、
ヴ
ニ
ネ
ズ
エ
ラ
に
お
い
て
は
七
五
％
の
人
が
外
国
の
石
油
会
社
の

方
が
石
油
産
業
の
運
営
に
長
じ
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
同
じ
く
七
五
％
の
人
が
国
有
化
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
数
字
を
示
し
た
。
利
権

喪
失
に
対
す
る
国
務
省
の
危
機
感
は
、
か
く
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
サ
ウ
ジ
側
の
交
渉
者
は
ア
ラ
ム
コ
に
帯
し
て
利
権
取
り
消

し
の
カ
ー
ド
を
ち
ら
っ
か
せ
て
お
り
、
国
務
省
も
そ
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
に
は
何
ら
か
の
強
力
な
四
諦
で
対
処
す
る
決
意
を
固
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
サ
ウ
ジ
政
府
が
所
得
税
賦
課
宣
言
と
い
う
形
で
敢
え
て
契
約
違
反
を
犯
し
た
事
は
、
サ
ウ
ジ
側
の
強
硬
な
姿
勢

に
対
す
る
国
務
省
の
危
機
感
を
大
い
に
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
原
因
は
、
「
契
約
の
神
嬰
」
と
い
う
原
則
に
関
係
し
て
い
た
。
契
約
関
係
の
尊
重
と
い
う
原
則
は
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
遂
行

者
た
る
石
油
会
社
の
存
在
の
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
自
体
重
要
な
原
則
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら
利
権
協
定
の
根
幹
で
あ
る
協
定
の
金
銭
的
条
項
を

他
の
部
分
か
ら
切
り
離
し
て
で
も
契
約
の
神
詣
と
い
う
原
劉
を
維
持
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
九
月
十
一
日
の
会
舎
に
お
け
る
マ
ヅ
ギ
ー
の
発
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言
は
．
同
原
期
の
重
要
性
を
物
語
ワ
て
い
る
．
そ
れ
故
、
十
　
月
十
三
日
の
会
合
に
お
い
て
は
、
産
油
国
側
の
一
方
附
な
契
約
違
反
に
麗
し
た

前
例
を
作
ら
な
い
と
い
う
点
で
全
参
加
老
は
意
見
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
同
時
に
、
「
契
約
の
神
聖
」
と
い
う
原
則
に
は
、
利
権
保
有
者
が
自

ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
側
面
が
存
在
し
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
岡
じ
十
一
月
十
ヨ
日
の

会
合
に
お
い
て
、
一
方
的
な
所
得
税
の
賦
課
と
い
う
サ
ウ
ジ
の
契
約
違
反
を
正
面
か
ら
批
判
す
べ
き
、
と
の
会
社
側
の
主
張
を
マ
ッ
ギ
ー
は
制

止
し
、
「
契
約
の
神
聖
」
と
い
う
原
則
を
交
渉
が
難
航
し
た
場
合
に
自
ら
の
正
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
強
力
な
武
器
と
し
て
留
保
す
る

事
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
は
、
契
約
の
神
聖
と
い
う
原
翔
を
擁
護
し
つ
つ
サ
ウ
ジ
利
権
を
守
る
事
を
至
上
の
目
標
と
し
て
お
り
、

中
東
の
石
油
開
発
に
お
け
る
競
争
の
復
活
や
、
市
場
の
原
理
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
公
正
な
契
約
条
件
と
い
う
よ
う
な
長
期
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
看
過
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
サ
ウ
ジ
を
巡
っ
て
は
、
契
約
の
神
聖
と
い
う
原

則
を
合
衆
国
が
振
り
か
ざ
す
こ
と
は
な
く
、
一
九
五
〇
年
十
二
月
一
二
〇
日
、
利
益
折
半
原
則
に
基
づ
く
サ
ウ
ジ
と
ア
ラ
ム
コ
の
新
協
定
が
調
印

さ
れ
た
。
サ
ウ
ジ
政
府
へ
の
支
払
い
は
所
得
税
の
形
態
を
と
り
、
後
に
合
衆
国
の
課
税
に
お
い
て
外
国
税
額
控
除
が
適
用
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

従
来
合
衆
国
政
府
に
支
払
わ
れ
て
い
た
ア
ラ
ム
コ
の
所
得
税
は
大
き
く
そ
の
流
れ
を
変
え
て
サ
ウ
ジ
の
国
庫
に
流
れ
込
み
、
一
九
五
二
年
以
降

は
合
衆
国
政
府
へ
の
所
得
税
が
控
除
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
に
栢
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
度
実
現
さ
れ
る
や
、
国
務
省
は
ア
ラ
ム
コ
の
新
協
定
を
全
面
的
に
評
韻
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
｝
九
五
一
年
一
月
、
国
務
省
本
省
か
ら
産

油
諸
国
の
在
外
公
館
に
発
さ
れ
た
フ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
…
起
草
の
電
報
か
ら
は
ア
ラ
ム
コ
の
新
協
定
に
対
す
る
国
務
省
の
高
い
評
価
が
窺
わ
れ
る
。

電
文
で
は
、
「
近
東
の
石
油
は
西
側
の
経
済
・
政
治
・
戦
略
的
な
利
害
に
お
い
て
非
常
に
価
値
が
あ
り
、
近
東
の
産
油
国
へ
の
（
石
油
）
利
益
配

分
の
増
加
は
、
同
地
域
の
国
昆
や
政
府
が
（
西
側
に
）
協
力
す
る
勤
機
を
増
大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
正
当
で
あ
る
」
と
い
う
国
務
省
の
大
局
的
な

見
解
が
示
さ
れ
る
と
同
音
に
、
利
益
折
半
原
則
は
、
石
油
会
社
を
帝
騒
主
義
の
手
先
と
し
て
非
難
す
る
共
産
勢
力
の
宣
伝
に
対
す
る
「
現
実
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

且
つ
劇
的
な
園
答
篇
に
し
て
、
中
東
石
油
利
権
に
お
い
て
今
後
当
面
維
持
さ
れ
得
る
原
則
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
合
衆
国
の
政
策
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決
定
者
達
は
、
産
油
国
へ
の
経
済
的
利
益
の
増
大
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
経
済
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
が
拡
大
さ
れ
、
産
油
国
の
安
定
が
増
大

す
る
と
楽
観
的
に
考
え
た
の
で
あ
る
。
別
の
側
面
か
ら
見
る
な
ら
、
彼
ら
は
、
経
済
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
を
拡
大
す
る
限
り
に
お
い
て
、
同

政
策
に
お
け
る
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
地
位
を
追
認
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
恐
ら
く
合
衆
国
の
政
策
決
定
寮
母
が
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
硬
直
化
し
、
そ
の
限
界
を
露
呈
す
る

萌
芽
を
示
し
始
め
て
い
た
。
そ
も
そ
も
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
、
産
油
国
政
府
に
石
油
収
入
を
「
与
え
る
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
令
達
は
、
言
わ
ば
「
与
え
る
者
」
の
傲
慢
さ
を
秘
め
て
い
た
と
書
え
る
。
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
建
設
を
推
進
す
る
過
程
に
も
、
岡
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
、
通
過
諸
国
に
追
加
的
収
入
を
「
与
え
る
偏
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
た
、
「
中
東
石
油
」
メ
モ
に
お
い
て
は
、
中
東
の
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
「
石
油
生
産
か
ら
受
け
て
い
る
大
き
な
恩
恵
に
気
づ
い
て
い
な
い
（
傍

点
引
用
者
）
」
事
が
嘆
か
れ
、
九
月
十
一
日
の
会
合
に
お
い
て
も
、
外
貨
収
入
に
お
け
る
恵
ま
れ
た
地
位
に
中
東
諸
国
が
気
づ
い
て
い
な
い
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

指
摘
さ
れ
た
。
更
に
そ
の
直
後
の
英
国
と
の
協
議
の
席
で
、
国
務
省
は
、
「
イ
ラ
ン
や
他
の
中
東
諸
国
か
ら
の
過
度
の
要
求
（
傍
点
引
用
者
）
」
を

制
止
す
る
と
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
更
に
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
国
務
省
が
、
ア
ラ
ム
コ
の
利
益
折
半
型
協
定
締
結
以
前
に
は
、
石
下
利

益
に
お
け
る
産
油
国
の
取
り
分
の
問
題
は
「
哲
学
的
問
題
偏
で
あ
る
と
捉
え
る
だ
け
の
、
言
わ
ば
謙
虚
さ
を
も
備
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
謙
虚
さ
故
に
、
彼
ら
は
、
市
場
の
原
理
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
「
公
正
な
」
石
濾
収
入
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
合
衆

国
の
政
策
決
定
考
達
は
、
契
約
関
係
の
原
則
を
擁
護
し
つ
つ
サ
ウ
ジ
利
権
を
維
持
す
る
こ
と
に
腐
心
す
る
う
ち
に
、
産
湘
国
の
取
り
分
の
問
題

に
対
し
て
は
、
石
油
利
益
の
五
〇
％
と
い
う
一
見
公
平
だ
が
極
め
て
安
易
な
嗣
答
を
与
え
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
以
前
に
は
抱
い
て
い

た
謙
虚
さ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
、
彼
ら
の
サ
ウ
ジ
協
定
に
対
す
る
無
批
判
な
評
価
の
結
果
、
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策

は
、
市
場
の
原
理
や
競
争
の
原
理
に
よ
っ
て
麗
油
国
の
石
油
収
入
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
策
と
な
る
可
能
性
を
封
じ
ら
れ
、

サ
ウ
ジ
新
協
定
を
通
じ
て
同
政
策
の
遂
行
者
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
追
認
さ
れ
た
メ
ジ
ャ
ー
ズ
が
、
一
方
的
に
石
油
利
益
の
五
〇
％
を
「
与
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え
る
婦
と
い
う
硬
直
し
た
政
簗
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
硬
直
化
は
、
イ
ラ
ン
紛
争
に
お
け
る

合
衆
国
の
選
択
肢
を
限
定
し
、
彼
ら
が
元
々
秘
め
て
い
た
「
与
え
る
者
」
の
傲
慢
さ
を
も
さ
ら
け
嵩
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

①
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＆
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．
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、
蕊
ム
9
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沁
q
9
遣
㎞
9

　
e
o
卜
「
コ
）
・
H
O
伊
燭
務
省
は
、
沖
合
地
域
に
新
規
の
利
権
を
設
定
し
、
全
て
の

　
企
業
が
「
公
平
な
ス
タ
ー
ト
」
を
切
れ
る
よ
う
、
当
初
は
ア
ラ
ム
コ
を
含
む
石
油

　
会
社
に
問
題
を
秘
匿
し
て
い
た
。
後
に
感
量
省
は
、
沖
合
地
域
に
進
出
し
よ
う
と

　
し
て
い
た
独
立
系
業
者
に
「
国
務
省
は
独
立
系
石
油
業
者
の
中
東
進
出
を
評
価
」

　
す
る
と
の
立
場
を
伝
え
て
お
り
、
ア
ラ
ム
コ
に
同
地
域
の
利
権
を
放
棄
す
る
よ
う

　
説
得
す
る
動
き
ま
で
児
せ
て
い
た
。
な
お
、
一
九
五
〇
年
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
る

　
ア
ラ
ム
コ
の
役
員
は
「
海
底
地
域
の
利
権
を
獲
得
し
た
唯
一
の
理
由
は
他
の
会
社

　
を
締
め
出
す
た
め
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑲
　
、
笥
q
9
宕
ミ
触
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、
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・
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G
。
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＆
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ヌ
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．
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団
9
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コ
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凸
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Q
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ム
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。
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⑫
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ミ
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ミ
ご
．
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ミ
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、
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℃
噛
器
㏄
る
き
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魎
　
、
鳶
q
⑭
N
＆
9
e
o
ト
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℃
や
刈
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蕊
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⑳
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孚
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諾
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》
ミ
こ
薯
・
一
①
O
占
⑦
9
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携
”
』
a
9
§
、
・
漂
遷
■
ω
や
ω
伊

　
鰹
ふ
。
。
・
⑦
O
－
①
卜
。
噛
一
九
圏
九
年
九
月
の
ポ
ン
ド
切
り
下
げ
が
状
況
を
悪
化
さ
せ
て

　
い
た
。
一
九
五
〇
年
六
月
に
英
国
政
府
は
、
ア
ラ
ム
コ
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
エ
リ

　
ア
内
の
ド
ル
支
出
を
減
少
さ
せ
、
石
油
を
ポ
ン
ド
で
販
売
す
る
こ
と
、
サ
ウ
ジ
へ

　
の
支
払
い
を
部
分
的
に
ポ
ン
ド
で
行
う
こ
と
、
即
ち
ア
ラ
ム
コ
を
部
分
的
に
「
ス

　
タ
ー
リ
ン
グ
化
」
す
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
内
へ
の
サ
ウ
ジ
石
油
の
流
入
に
原
則
台

　
還
し
て
い
た
が
、
実
施
の
段
階
で
軋
榛
が
生
じ
て
い
た
。
サ
ウ
ジ
の
米
国
大
使
賄

　
は
囲
務
省
本
省
に
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
す
る
強
い
危
機
感
を
表
朗
し
て
い
る
。

　
3
ミ
ニ
℃
℃
■
⑪
。
。
邑
P

　
　
同
年
九
月
の
或
る
文
書
は
門
合
衆
國
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
中
東
に
お
け
る
記
録

　
的
生
産
水
準
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
糊
鮮
戦
争
は
供
給
不
足
を
既
に
生
じ
さ
せ
て
い

　
る
。
欧
州
に
は
た
っ
た
六
週
聞
分
の
備
蓄
し
か
な
い
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

㊧
　
き
ミ
こ
℃
℃
．
蕊
1
り
9

⑳
　
き
ミ
く
二
》
．
一
〇
？
一
〇
ρ

⑳
　
冨
2
ρ
簿
・
こ
ご
喋
．
き
嫡
こ
。
。
二
）
や
㏄
ボ
ー
竃
。
。
「

⑱
§
罫
喝
．
逡
舎
凝
～
9
夘
ミ
㎞
9
さ
ト
忍
署
．
。
。
押
δ
メ

⑳
　
上
詑
註
⑳
⑯
参
照
。

⑳
ぞ
毫
P
奪
ミ
執
｝
ミ
§
§
、
9
、
9
層
目
ミ
§
窮
ミ
ミ
q
．
9
ぎ
ミ
鷺
㌔
ミ
受
㌦

　
謁
憩
ミ
、
8
£
§
ミ
§
ミ
N
ミ
ミ
§
ミ
ミ
遷
肋
ス
δ
♂
）
堕
や
。
。
9
撃
’
毒
二
『
碧
、

　
。
鵠
ミ
‘
や
ω
9
・
一
九
五
〇
年
分
の
ア
ラ
ム
コ
か
ら
サ
ラ
ジ
政
府
へ
の
支
払
い

　
は
約
六
六
〇
〇
万
ド
ル
、
合
衆
国
政
府
へ
の
納
…
税
額
は
約
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
だ
っ

　
た
の
に
対
し
て
、
一
九
五
一
年
に
は
サ
ウ
ジ
へ
の
支
払
い
が
倍
に
近
い
約
一
億
一

　
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
伸
び
、
合
衆
國
へ
の
納
税
額
は
約
六
〇
〇
万
ド
ル
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
翌
一
九
五
二
年
に
は
嗣
幾
の
サ
ウ
ジ
政
府
へ
の
支
払
い
は
一
億
五
五
〇
〇

　
万
ド
ル
に
及
ん
だ
の
に
舛
し
て
、
合
衆
國
政
府
へ
の
納
税
額
は
一
〇
〇
万
ド
ル
を

　
下
圓
り
、
そ
れ
以
後
は
、
外
国
税
額
控
除
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑳
、
緊
要
丸
＆
ト
ぎ
ト
漂
薯
■
卜
。
。
。
・
。
あ
。
。
ω
．

⑳
　
、
沁
q
9
宕
軌
O
噛
ぎ
昏
タ
で
℃
・
。
。
ρ
。
。
。
p
…
◎
。
P
の
。
。
い
及
び
本
章
註
⑤
⑥
参
照
。

三
　
イ
ラ
ン
石
油
国
有
化
紛
争
と
経
済
的
安
全
保
障
政
策

　
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
笹
下
の
イ
ラ
ン
が
世
紀
転
換
期
に
最
初
の
石
油
利
権
を
与
え
て
以
来
、
イ
ラ
ン
南
部
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
石
油
利
権
は
英
国
勢

力
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
続
け
、
石
油
国
有
化
紛
争
が
開
始
さ
れ
た
　
九
五
一
年
の
時
点
で
も
英
国
政
府
が
株
式
の
過
半
数
を
所
有
す
る
ア
ソ
グ

ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ソ
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
諺
二
σ
q
δ
肖
H
霞
冨
p
9
一
〇
〇
ヨ
や
婁
団
一
A
王
O
C
と
略
記
）
が
石
油
利
権
を
保
有
し
て
い
た
。
従
っ
て
、

イ
ラ
ン
石
油
国
有
化
紛
争
へ
の
合
衆
国
の
関
与
に
は
対
英
関
係
の
側
面
が
大
き
く
含
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
の
産

油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
継
続
性
に
分
析
の
焦
点
を
絞
る
為
に
、
対
英
関
係
に
関
す
る
言
及
は
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
に
し
た
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い
。
本
章
で
は
、
合
衆
国
の
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
流
れ
に
イ
ラ
ン
石
油
国
有
化
紛
争
を
位
置
付
け
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
衝
突
の
諸
相
か
ら
同
政
策
の
本
質
と
限
界
を
検
討
す
る
。

1

イ
ラ
ン
石
油
国
有
化
紛
争
の
は
じ
ま
り
ー
ー
サ
ウ
ジ
・
モ
デ
ル
の
適
用
一

同
紛
争
に
お
け
る

50　（380）

　
一
九
四
七
年
十
月
、
イ
ラ
ン
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
（
下
院
）
は
、
石
油
に
対
す
る
イ
ラ
ン
の
権
利
の
回
復
の
た
め
に
然
る
べ
き
措
置
を
と
る
よ
う
政

府
に
命
じ
る
決
議
を
採
択
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
イ
ラ
ン
政
府
は
A
I
O
C
と
の
交
渉
を
開
始
し
、
一
九
四
九
年
七
月
に
は
、
一
九
三
三
年
の

利
権
協
定
よ
り
も
ト
ン
当
た
り
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
五
割
引
き
上
げ
る
こ
と
を
骨
子
と
し
た
A
I
O
C
と
の
追
加
協
定
を
調
印
し
た
。
し
か
し
、

同
協
定
は
、
マ
ジ
ュ
リ
ス
に
上
程
さ
れ
る
や
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
猛
烈
な
非
難
を
浴
び
、
批
准
が
困
難
な
情
勢
に
な
っ
た
。
追
加
協

定
よ
り
も
内
容
的
に
寛
大
な
利
益
折
半
型
協
定
が
一
九
五
〇
年
末
に
サ
ウ
ジ
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
と
、
追
加
協
定
に
対
す
る
批
判
は
更
に
高

ま
り
、
国
有
化
を
求
め
る
圧
力
が
強
ま
っ
た
。
一
九
五
一
年
三
月
、
国
有
化
は
不
可
能
と
の
立
場
を
表
明
し
た
イ
ラ
ン
の
ラ
ズ
マ
ラ
（
》
國
ρ
－

§
ρ
邑
首
相
が
A
I
O
C
か
ら
の
利
益
折
半
適
用
の
打
診
を
公
表
で
き
ぬ
ま
ま
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
国
有
化
へ
の
流
れ
は
止
め
難
い
も
の
と
な

っ
た
。
四
月
末
ま
で
に
イ
ラ
ン
議
会
は
、
国
有
化
の
原
義
を
揮
っ
た
イ
ラ
ン
石
油
産
業
国
有
化
法
、
及
び
イ
ラ
ン
国
営
石
湘
会
社
の
設
立
等
、

国
有
化
の
実
施
方
法
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
国
衡
化
施
行
法
を
梢
次
い
で
成
立
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
シ
ャ
ー
の
独
裁
化
に
反
対
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
戸
ソ
ト
の
指
導
者
で
あ
り
、
　
マ
ジ
ュ
リ
ス
石
油
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
国
有
化
を
推
し
進
め
て
き
た
モ
ハ
ソ
マ
ド
・
モ
サ
デ
ク
（
寓
。
冨
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ヨ
欝
巴
諸
8
㊤
＆
①
β
）
が
首
班
指
名
を
受
け
た
こ
と
で
、
国
有
化
の
流
れ
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
合
衆
国
政
府
は
、
国
有
化
紛
争
開
始
前
か
ら
イ
ラ
ン
の
安
定
を
重
視
し
て
い
た
。
確
か
に
、
合
衆
国
の
軍
事
・
経
済
援
助
に
お
い
て
イ
ラ
ン

は
低
い
位
置
し
か
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自
国
の
企
業
が
独
占
的
利
権
を
翻
す
る
サ
ウ
ジ
に
比
べ
る
と
イ
ラ
ン
に
対
す
る
関
心
は
低
い
も
の
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
合
衆
国
政
府
は
、
英
国
政
府
や
A
1
0
C
に
助
言
を
与
え
る
形
で
イ
ラ
ン
の
安
定
へ
の
関
心
を
示
し
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
お
り
、
特
に
追
撫
協
定
の
批
准
失
敗
後
は
関
心
を
増
大
さ
せ
て
い
た
。
既
述
の
「
中
東
石
油
」
メ
モ
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ン
に
関
す
る
状
況
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分
析
に
サ
ウ
ジ
と
同
量
の
紙
面
が
割
か
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
追
加
協
定
の
批
准
失
敗
に
よ
ウ
て
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
と
政
治
静
な

安
定
」
が
重
大
な
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
、
一
九
五
〇
年
を
通
じ
て
、
国
務
省
は
、
A
1
0
C
に
対
し
て
、

金
銭
的
譲
歩
を
含
む
イ
ラ
ン
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
て
い
た
。
更
に
、
国
務
省
が
、
一
九
五
〇
年
九
月
と
い
う
、
サ
ウ
ジ
に
お
け
る
所
得
税

導
入
が
未
決
の
時
期
に
、
英
国
側
に
対
し
て
は
極
め
て
あ
か
ら
さ
ま
に
サ
ウ
ジ
へ
の
所
得
税
導
入
、
及
び
利
益
折
半
原
則
適
用
の
可
能
性
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

唆
し
て
い
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。
即
ち
、
国
務
省
は
、
こ
の
時
点
で
は
可
能
性
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
情
報
を
敢
え
て
英
国
側
に
伝
達
し
た

事
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
合
衆
国
政
府
が
イ
ラ
ン
の
安
定
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
務
省
の
主
張
は
英
国
側
、
特
に
A
I
O
C
に
無
視
さ
れ
続
け
た
ま
ま
、
一
九
五
一
年
三
月
二
〇
日
に
は
国
有
化
法
が
イ

ラ
ン
議
会
を
通
過
す
る
。
　
フ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー
が
起
草
に
参
画
し
た
同
法
成
立
直
前
の
テ
ヘ
ラ
ン
へ
の
電
文
で
は
、
「
正
当
な
（
甘
。
。
け
）
賠
償
を
早

急
に
行
う
こ
と
を
条
件
に
」
合
衆
国
が
主
権
国
家
に
よ
る
国
有
化
の
権
利
を
承
認
す
る
と
い
う
方
針
が
明
確
化
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
国

有
化
に
反
対
す
る
こ
と
が
「
イ
ラ
ン
に
お
い
て
合
衆
國
と
西
側
（
の
地
位
）
を
政
治
的
に
危
険
に
さ
ら
し
、
イ
ラ
ン
を
ソ
連
に
奪
わ
れ
る
」
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
つ
な
が
る
こ
と
を
恐
れ
た
結
果
の
判
断
で
あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
の
場
合
岡
様
、
利
権
喪
失
に
対
す
る
危
機
感
が
、
合
衆
国
の
イ
ラ
ン
政
策
に
大

き
な
影
を
落
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
国
有
化
法
の
成
立
か
ら
五
月
上
旬
に
至
る
期
間
は
、
来
る
べ
き
イ
ラ
ン
の
国
有
化
政
策
の
実
態
が
不
明
瞭
な
時
期
で
あ
り
、
國
務
省
は
イ
ラ

ン
の
国
有
化
を
名
目
的
な
国
有
化
に
押
し
止
め
る
、
即
ち
イ
ラ
ン
に
お
け
る
A
王
O
C
の
実
質
的
な
地
位
を
脅
か
さ
ぬ
内
容
に
止
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
行
動
す
る
。
四
月
中
旬
、
イ
ラ
ン
へ
の
対
応
を
巡
る
マ
ッ
ギ
ー
と
駐
米
英
国
大
使
と
の
協
議
に
お
い
て
合
衆
国
政
府
の
方
針
が
明
確

化
さ
れ
た
。
こ
こ
で
国
務
省
は
、
①
「
国
有
化
の
原
則
」
の
承
認
、
②
利
益
折
半
原
則
の
適
用
、
③
イ
ラ
ン
人
の
採
用
増
加
等
の
非
金
銭
的
な

譲
歩
の
実
施
、
の
三
点
を
英
国
側
に
迫
っ
た
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
契
約
の
神
聖
と
い
う
原
則
を
前
面
に
押
し
出
し
て
国
有
化
自
体
を
撤
回

さ
せ
よ
う
と
す
る
英
国
側
の
方
針
に
対
し
て
は
、
合
衆
国
が
強
い
難
色
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
合
衆
国
の
政
策
は
、
約
半
年
前
に

自
ら
が
サ
ウ
ジ
に
対
し
て
行
っ
た
政
策
を
そ
の
ま
ま
英
国
に
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
合
衆
国
政
府
は
、
産
油
国
側
の
契
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約
違
反
に
つ
い
て
は
、
後
に
そ
れ
を
糾
弾
す
る
可
能
性
を
留
保
し
、
大
幅
な
石
油
収
入
の
増
大
を
軸
と
し
た
協
定
変
更
に
よ
っ
て
事
態
を
収
拾

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
換
言
す
る
な
ら
、
国
務
省
は
、
マ
ッ
ギ
…
の
言
葉
に
従
う
な
ら
「
口
先
の
譲
歩
（
ξ
ω
霞
く
一
8
）
」
に
過
ぎ
ぬ
「
国
有
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
原
則
」
承
認
と
、
石
油
収
入
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
五
月
上
旬
以
降
、
モ
サ
デ
ク
政
権
の
意
図
す
る
国
有
化
像
が
、
国
務
省
の
予
想
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
国
有
化
施
行
法
は
、
イ
ラ
ン
国
営
石
油
会
社
が
A
I
O
C
を
通
さ
ず
に
外
国
の
顧
客
に
石
油
を
直
接
販
売
す
る
こ
と
、

更
に
は
石
油
収
入
の
二
五
％
を
A
l
O
C
へ
の
賠
償
に
充
て
、
石
油
利
益
に
お
け
る
イ
ラ
ン
の
取
り
分
を
七
五
％
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

た
。
そ
し
て
モ
サ
デ
ク
政
権
は
、
国
有
化
を
遂
行
す
る
新
た
な
委
員
会
を
国
有
化
施
行
法
の
規
定
ど
お
り
に
議
会
内
に
設
羅
し
、
A
I
O
C
を

「
旧
」
A
I
O
C
と
呼
ぶ
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
の
合
衆
国
大
使
館
も
イ
ラ
ン
の
国
有
化
が
「
接
収
」
の
方
向
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
、
る
と
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
、
国
務
省
は
、
イ
ラ
ン
の
国
有
化
政
策
を
牽
冒
し
始
め
る
。
五
月
初
旬
、
マ
ヅ
ギ
ー
は
駐
米
イ
ラ
ン
大
使
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン

に
と
っ
て
A
I
O
C
が
重
要
で
あ
る
と
の
見
解
を
力
説
し
た
。
当
事
者
で
は
な
い
合
衆
国
と
し
て
は
、
国
有
化
立
法
の
内
容
や
、
A
I
O
C
の

接
収
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
差
し
営
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
A
I
O
C
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
同
社
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

位
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
合
衆
国
敬
府
の
立
場
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。

　
圏
務
省
に
と
っ
て
厄
介
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
時
点
で
米
国
の
石
油
会
社
が
イ
ラ
ン
へ
の
参
入
を
求
め
て
い
る
と
い
う
噂
が
広
が
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
事
実
、
こ
の
後
、
紛
争
期
間
を
通
じ
て
合
衆
国
の
複
数
の
独
立
系
石
油
業
者
が
イ
ラ
ン
へ
の
参
入
を
目
指
す
の
で
あ
る
が
、
こ

の
時
点
で
は
噂
の
多
く
は
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
が
イ
ラ
ン
の
石
油
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
ソ
連
が

行
っ
て
い
た
こ
と
、
噂
が
英
米
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
考
慮
し
て
、
国
務
省
は
、
米
国
企
業
の
イ
ラ
ン
参
入
に
合
衆
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

政
府
が
反
対
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

　
声
明
の
発
表
に
先
立
ち
、
五
月
十
四
日
に
、
マ
ッ
福
二
ら
は
米
誌
系
メ
ジ
ヤ
ユ
ズ
と
の
会
合
を
持
っ
た
。
こ
の
会
令
に
お
い
て
、
メ
ジ
ヤ
調
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ズ
全
社
は
、
契
約
関
係
を
尊
押
し
な
い
イ
ラ
ン
に
自
ら
が
進
出
す
る
こ
と
は
契
紺
闘
係
に
立
脚
し
た
自
ら
の
立
場
を
危
う
く
す
る
と
の
理
由
で
、

自
ら
の
イ
ラ
ン
進
出
を
強
く
否
定
し
、
国
務
省
を
安
堵
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
会
合
に
お
い
て
、
メ
ジ
ヤ
…
ズ
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
含

む
イ
ラ
ン
に
対
す
る
懲
罰
的
な
政
策
の
採
用
を
強
く
主
張
し
、
交
渉
に
よ
る
穏
健
な
解
決
を
目
指
す
国
務
省
と
の
意
見
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に

　
　
　
　
　
　
⑨

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
メ
ジ
ャ
ー
ズ
は
自
ら
の
主
張
を
貫
徹
し
、
後
に
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
経
済
的
安
全
保
障
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
五
月
十
八
日
、
貿
管
長
官
ア
チ
ソ
ソ
（
】
）
．
9
｝
。
財
＄
8
）
は
、
イ
ラ
ン
紛
争
に
対
す
る
合
衆
国
政
府
の
立
場
に
関
す
る
声
明
を
発
し
た
。
同
声

明
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
合
衆
国
の
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
表
明
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
声
明
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

お
い
て
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ラ
ン
の
国
有
化
願
望
が
「
石
油
資
源
の
開
発
か
ら
イ
ラ
ン
に
・
衡
さ
れ
る
石
油
収
入
の
増
加
を
求
め
る
同

国
の
願
望
（
傍
点
引
用
潜
）
」
と
表
現
さ
れ
、
そ
れ
が
「
正
当
な
目
標
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
石
油
収
入
の
増
加
を
求
め
る
産
油
国

の
要
求
を
合
衆
国
が
肯
定
的
に
評
価
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
願
望
が
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
枠
組
み
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
の
国
有
化
は
、
単
な
る
経
済
的
要
求
に
基
い
た
も
の
で
は
な
く
、

ア
チ
ソ
ン
声
萌
に
示
さ
れ
た
解
釈
は
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
老
翁
が
自
ら
の
前
提
に
従
っ
て
、
恐
ら
く
無
意
識
の
う
ち
に
創
作
し
た
解
釈
だ
っ

た
と
言
え
る
。

　
声
明
に
お
け
る
第
二
の
要
点
と
し
て
は
、
「
明
白
な
契
約
関
係
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
一
方
的
な
破
棄
偏
に
合
衆
国
政
府
が
強
く
反
対
す
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
、
「
世
界
中
の
契
約
関
係
の
正
当
性
に
対
す
る
…
…
信
頼
を
維
持
す
る
こ
と
一
に
ま
で
議
論
が
敷
術
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
点
で
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
が
、
イ
ラ
ン
の
國
有
化
を
、
世
界
的
な
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
依
っ
て
立
つ
土
台
を
も
危
胎
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

さ
ら
す
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
岡
時
に
、
以
後
の
紛
争
の
経
過
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
契
約
の

神
聖
と
い
う
原
則
は
、
主
と
し
て
利
権
保
有
者
の
昏
怠
性
を
主
張
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
機
能
を
濃
厚
に
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
サ
ウ

ジ
に
お
い
て
は
留
保
さ
れ
て
い
た
、
利
権
保
有
者
の
正
読
性
を
主
張
す
る
た
め
の
武
器
が
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
は
抜
き
放
た
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
チ
ソ
ン
声
曙
の
第
三
の
要
点
は
、
イ
ラ
ン
の
福
祉
の
た
め
に
A
I
O
C
が
貢
献
し
得
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
米
国
系
メ
ジ
ャ
ー
ズ
が
イ
ラ
or3　（383）



ン
へ
の
参
入
の
意
志
を
持
た
ぬ
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
衆
国
政
府
が
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
A
I
O
C
の
存
続
を
望

ん
で
い
る
こ
と
の
表
明
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
声
明
に
お
い
て
、
米
国
系
メ
ジ
ヤ
…
ズ
が
「
イ
ラ
ン
に
於
け
る
よ
う
な

大
規
模
で
複
雑
な
（
石
油
）
産
業
の
運
営
を
最
良
に
遂
行
で
き
る
合
衆
團
の
石
油
会
社
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点
と
も
併
せ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
合
衆
国
政
府
が
、
産
油
国
に
お
け
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
遂
行
者
を
、
A
I
O
C
を
含
む
メ
ジ
ャ
ー
ズ

に
限
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
合
衆
国
政
府
は
、
独
立
善
業
老
を
イ
ラ
ン
紛
争
の
解
決
策
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

か
ら
、
以
後
、
除
外
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
紛
争
の
非
当
事
者
と
し
て
声
明
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
合
衆
国
政
府
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
鼠
標
が
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
一
翼

を
担
う
A
I
O
C
の
利
益
折
半
型
協
定
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
チ
ソ
ン
声
明
は
、
合
衆
國
政
府
が
、
従
来
の
経
済
的

安
全
保
障
政
策
、
具
体
的
に
は
サ
ウ
ジ
・
モ
デ
ル
を
イ
ラ
ン
に
適
当
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
合
衆

国
政
府
が
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
圧
力
を
、
石
油
収
入
の
増
大
の
み
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
工
刀
的
に
判
断
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
を
経

済
問
題
に
縷
小
化
し
始
め
て
い
た
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
合
衆
国
の
政
策
決
定
発
達
は
、
イ
ラ
ン
政
策
を
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
の
接
触
を
通
じ
て
形
成
し
た
の
で
は
な
く
、
出
来
合
い
の
産
油
国
政
策
の
延
長
と
し
て
概
定
方
針
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、

以
後
の
紛
争
に
お
け
る
合
衆
国
の
硬
直
し
た
対
応
を
予
想
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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2

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
濯
遁
l
l
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
蹉
鉄
一
…

　
一
九
五
一
年
六
月
中
旬
、
A
I
O
C
の
代
表
が
イ
ラ
ン
を
訪
れ
、
当
事
者
閾
の
第
一
回
直
接
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
交
渉
に
先
立
っ
て
、
テ
ヘ

ラ
ン
の
米
国
大
使
館
や
国
務
省
本
省
は
紛
争
両
当
事
國
を
テ
ー
ブ
ル
に
就
か
せ
る
た
め
に
奔
走
し
て
お
り
、
交
渉
を
実
現
さ
せ
た
の
は
事
実
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

合
衆
国
政
府
だ
っ
た
と
言
え
る
。
交
渉
に
お
い
て
は
六
月
十
九
日
に
A
1
0
C
側
が
提
案
を
行
っ
た
。
提
案
の
骨
子
は
以
下
の
二
点
に
整
理
で

き
る
。
①
英
図
は
燭
有
化
の
原
刻
を
尊
重
し
、
A
1
0
C
は
全
施
設
を
イ
ラ
ン
側
に
譲
渡
し
、
焙
償
は
請
求
し
な
い
。
②
形
式
上
イ
ラ
ン
政
府
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⑬

に
従
属
し
、
イ
ラ
ン
人
も
経
営
に
参
加
す
る
新
会
社
が
設
立
さ
れ
、
岡
田
が
利
益
折
半
原
則
に
則
っ
た
協
定
の
下
で
石
油
産
業
を
運
営
す
る
。

こ
の
提
案
は
、
新
会
社
の
外
観
の
下
で
A
I
O
C
が
利
益
折
半
型
協
定
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
側
は
提
案

の
意
図
を
見
抜
き
、
同
提
案
を
断
國
と
し
て
拒
否
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
提
案
が
、
合
衆
国
政
府
の
解
決
方
針
を
具
現
化
し
た

も
の
に
他
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
提
案
が
示
さ
れ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、
国
務
省
は
、
A
I
O
C
の
提
案
が
「
イ
ラ
ン
が
国
有
化
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

闘
争
に
お
い
て
要
求
し
た
事
実
上
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
獲
得
す
る
す
ば
ら
し
い
機
会
を
同
国
に
提
供
す
る
（
傍
点
引
用
者
）
」
も
の
で
あ
り
、
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
失
敗
は
「
イ
ラ
ン
国
民
の
経
済
と
福
祉
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
チ
ソ
ン
声
明
で
示
さ

れ
た
よ
う
な
、
イ
ラ
ン
の
国
有
化
願
望
に
対
す
る
合
衆
国
政
府
の
認
識
が
根
本
的
に
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
紛
争
当
事
国
閾
の
対
立
の
激
化
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
経
済
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
自
体
を
も
掘
り
崩
し
て
い
く
。
モ
サ
デ
ク
が

国
有
化
施
行
法
に
盛
ら
れ
た
通
り
に
石
油
収
入
の
七
五
％
引
き
渡
し
を
要
求
し
、
南
部
油
田
地
帯
で
は
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
表
団
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

A
1
0
C
の
接
収
作
業
を
進
め
た
た
め
、
英
国
政
府
は
直
接
交
渉
の
失
敗
後
に
は
イ
ラ
ン
石
油
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
発
動
す
る
構
え
を
見

　
　
　
⑯

せ
て
い
た
。
既
に
指
摘
し
た
様
に
、
国
務
省
は
イ
ラ
ン
紛
争
の
解
決
に
は
A
工
O
C
を
含
む
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
関
与
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
既
に
固
め
て
お
り
、
一
方
の
米
国
系
メ
ジ
ヤ
…
ズ
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
発
動
等
の
懲
罰
的
な
政
策
を
主
張
し
て
い
た
。
即
ち
、
皮
肉
に
も
経
済

的
安
全
保
障
政
策
の
遂
行
者
た
る
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
支
持
に
よ
っ
て
、
ボ
イ
コ
ヅ
ト
が
実
現
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
経
済
的
安
全
保
障
の
枠
組

み
が
イ
ラ
ン
に
お
い
て
は
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
情
勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
マ
ヅ
ギ
ー
が
作
成
し
た
メ
モ
は
、
合
衆
国
政
府
の
危
機

感
を
伝
え
て
い
る
。
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
発
動
は
讐
共
産
主
義
者
や
他
の
急
進
的
な
勢
力
に
大
い
に
利
用
さ
れ
、
（
イ
ラ
ン
が
）
ソ
連
に
な
び
き
、
イ

ラ
ン
石
油
が
西
側
に
供
給
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
す
か
も
」
し
れ
ず
、
石
油
収
入
の
途
絶
は
、
イ
ラ
ン
政
府
の
大
き
な
財
源
を
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
「
イ
ラ
ン
に
お
け
る
非
共
産
勢
力
が
、
秩
序
と
中
央
政
府
の
機
能
を
維
持
す
る
能
力
を
更
に
落
と
し
め
る
」
。
国
務
省
は
、
英
国
政
府
に
強

硬
策
の
自
調
を
求
め
て
い
た
が
、
六
月
二
六
日
に
英
国
政
府
は
合
衆
国
へ
の
事
前
通
告
な
し
に
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
発
動
、
油
田
地
帯
沖
合
へ
の

巡
洋
艦
の
派
遣
を
発
表
し
た
。
六
宮
輸
出
継
続
の
た
め
の
妥
協
を
模
索
す
る
国
務
省
の
懸
命
な
努
力
も
空
し
く
、
七
月
三
欝
に
最
後
の
タ
ン
カ
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フンクハウザー・メモ（抜粋）

利益を得る者 1稠益轍猪
1イラ・ i他・融利権

1イ・・，・…，歎舳蟻酬・連

レ・・

レ・・・・…，蝋他・論調盤｛

レラン，舳一著

多項

国有化の成功

石油輸出の継続

イランが全石油紋入を獲得

石漉利益の折半

世界の石油情勢の維持

ソ連握ンの）轍繍政治的鰍イラン

1イラン・AIOC・他の石油利1釜

毯米

AIOCへの賠償

英国の國際紋支の維持

ソ連イラン・イスラム世界の酉側指向，世

界平和

自由主義世界

…
が
出
航
し
、
以
後
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
強
闘
な
団
結
の
下
に
紛
争
解
決
ま
で
ボ
イ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ッ
ト
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
メ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
一
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的

安
全
保
障
政
策
自
体
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
力
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ボ
イ
コ
ヅ
ト
の
成
立
は
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
に
と
っ
て
は
、
イ
ラ
ン
が
経

済
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
か
ら
脱
落
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
以
後
、
一
九
五
三
年

八
月
に
英
米
両
国
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
モ
サ
デ
ク
政
権
を
打
倒
す
る
ま
で
、
イ

ラ
ン
の
共
産
化
に
対
し
て
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
は
異
常
な
危
惧
を
抱
き
続
け
る

こ
と
に
な
る
が
、
彼
ら
の
危
惧
は
経
済
的
安
全
保
障
か
ら
イ
ラ
ン
が
脱
落
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
イ
ラ
ン
を
経
済
的
安
全
保

障
の
枠
組
み
に
復
帰
さ
せ
る
べ
く
、
イ
ラ
ン
へ
の
圧
力
を
増
大
さ
せ
る
事
に
な
る
。

　
一
九
五
一
年
七
月
上
旬
、
危
機
感
を
強
め
た
合
衆
国
政
府
は
、
大
統
領
代
理
特
使

と
し
て
大
統
領
特
別
補
佐
官
の
ハ
リ
マ
ン
（
＜
引
．
｝
．
　
圓
肖
曽
昌
H
一
営
㊤
鵠
）
を
イ
ラ
ン
に
派
遣
す

る
。
そ
し
て
、
ハ
リ
マ
ン
の
派
遣
は
、
合
衆
国
政
府
を
完
全
に
当
事
者
と
し
て
紛
争

　
　
　
　
⑲

に
引
き
込
み
、
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
硬
直
化
を
一
層
表
面
化

さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
第
一
図
嚢
接
交
渉
以
降
ハ
リ
マ
ン
の
派
遣
ま
で
に
、
合
衆
国
政
府
が
イ
ラ
ン
に
対

す
る
解
決
方
針
を
再
考
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
リ
マ
ン
の
た
め
に
フ
ン
ク
ハ

ウ
ザ
ー
が
作
成
し
た
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
ベ
ー
パ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ン
の
既
存

立
法
を
尊
重
し
た
上
で
、
追
舶
的
な
措
置
に
よ
っ
て
利
益
折
半
を
実
現
す
る
方
針
が
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示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
イ
ラ
ン
に
対
す
る
「
口
先
の
譲
歩
」
の
域
を
出
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
メ
モ
に
お
い
て
、
ハ
リ
マ
ン
の
と
る
べ
き

方
針
が
上
図
の
よ
う
に
整
然
と
整
理
さ
れ
て
い
る
点
、
特
に
利
益
折
半
原
則
の
適
用
が
、
イ
ラ
ン
を
含
む
全
て
の
関
係
老
に
と
っ
て
最
良
の
選

択
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
メ
モ
は
、
産
油
團
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
が
利
益
折
半
原
則
と

不
可
分
に
結
び
付
け
ら
れ
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
も
ま
た
同
原
則
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
最
上
の
選
択
で
あ
る
と
合
衆
國
が
一
方
的
に
決
め
つ
け

た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
に
お
け
る
利
益
折
半
原
則
の
適
用
以
前
か
ら
く
す
ぶ
っ
て
い
た
「
与
え
る
者
」
の
傲
慢
さ
は
、
利
益

折
半
原
則
と
い
う
表
現
を
与
え
ら
れ
て
表
面
化
し
た
。
更
に
は
、
利
益
折
半
型
協
定
を
実
現
し
、
イ
ラ
ン
の
石
油
収
入
を
回
復
し
な
け
れ
ば
、

イ
ラ
ン
は
経
済
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
か
ら
脱
落
し
続
け
、
ソ
連
を
利
す
る
事
に
な
る
、
と
合
衆
国
政
府
が
信
じ
て
い
た
こ
と
を
も
同
メ
モ
は

物
語
っ
て
い
る
。

　
ハ
リ
マ
ン
に
よ
る
往
復
外
交
で
実
現
し
た
第
二
回
直
接
交
渉
に
お
い
て
、
英
国
政
府
代
表
団
は
新
た
な
提
案
を
行
っ
た
。
こ
の
提
案
は
、
か

つ
て
の
A
王
O
C
の
外
観
を
大
き
く
改
め
る
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、
利
益
折
半
原
則
の
適
用
を
含
め
て
、
実
質
的
内
容
に
お
い
て
は
前
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
提
案
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
側
代
表
団
は
、
石
油
価
格
に
関
し
て
利
益
折
半
原
鋼
自
体
を
正
当
な
根
拠
の
な
い
も
の

と
し
て
非
難
し
、
A
I
O
C
に
対
し
て
正
当
な
賠
償
を
支
払
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
意
思
を
示
し
た
。
イ
ラ
ン
側
代
表
団
の
ハ
リ
マ
ン
ら
に
対

す
る
書
簡
に
は
、
国
有
化
を
断
行
し
た
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
張
が
率
直
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
「
イ
ラ
ン
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
我
々
（
イ
ラ
ン
）
の
失
わ
れ
た
諸
権
利
を
回
復
す
る
た
め
の
無
異
的
闘
争
の
最
終
的
な
果
実
に
結
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
、
こ
の
国
民
的
闘
争
の
結
果
と
し
て
魔
女
が
刈
り
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
果
実
は
、
他
の
産
油
国
が
特
定
の
西
洋
の
政
府
と
の
協
定
の
結
果

と
し
て
獲
得
し
た
も
の
と
類
似
し
た
も
の
で
は
な
い
」
。
更
に
、
イ
ラ
ン
側
の
書
簡
は
、
国
有
化
の
底
流
に
あ
る
「
大
国
」
に
対
す
る
感
情
的

な
不
信
感
を
も
露
に
し
て
い
る
。
「
イ
ラ
ン
の
よ
う
な
小
国
は
、
大
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
餌
実
に
よ
っ
て
自
國
の
諸
権
利
を
継
続
的
に
無
視
さ
れ

　
　
　
⑫

て
」
き
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
バ
リ
町
、
ン
の
反
論
は
「
こ
の
よ
う
な
（
英
鼠
側
提
案
で
実
現
さ
れ
る
）
規
模
の
収
入
に
よ
っ
て
、
イ
ラ
ン
は
自
国
の

巨
大
な
経
済
的
潜
在
力
を
早
急
且
つ
大
幅
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
国
民
の
健
康
と
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
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と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
主
張
の
食
い
違
い
は
、
合
衆
國
の
経
済
的
安
全
保
障
政
策
が
「
与
え
」
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
イ
ラ
ン
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
の
間
に
存
在
す
る
架
橋
し
難
い
落
差
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ハ
リ
マ
ン
は
、
イ
ラ

ン
側
が
示
し
た
賠
償
の
意
図
を
承
知
し
た
上
で
、
「
早
急
且
つ
適
切
で
実
効
性
の
あ
る
賠
償
…
…
を
伴
わ
ぬ
、
如
何
な
る
政
府
に
よ
る
海
外
資

産
の
獲
得
を
も
、
合
衆
国
は
幽
居
化
で
は
な
く
接
近
と
見
敏
す
」
と
主
張
し
た
。
実
際
に
は
、
利
益
折
半
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
理

由
だ
け
で
、
合
衆
国
政
府
は
イ
ラ
ン
側
の
主
張
す
る
賠
償
方
法
を
「
適
切
」
で
は
な
い
と
判
断
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
契
約
の
神
墾
と
い
う
原
則

は
、
今
や
完
全
に
、
合
衆
国
が
イ
ラ
ン
に
圧
力
を
加
え
る
た
め
の
武
器
と
化
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
合
衆
国
の
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
、

「
西
洋
」
の
「
大
国
」
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
抑
圧
の
色
彩
を
帯
び
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
交
渉
の
失
敗
直
後
、
ハ
リ
マ
ン
が
イ
ラ
ン
を
去
っ
た
八
月
二
三
日
に
、
国
務
省
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
中
東
諸
国
と
産
三
国
の
在
外
公
館
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
、
各
国
の
現
地
人
と
の
会
話
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
利
益
折
半
原
則
を
強
力
に
擁
護
す
る
電
報
を
発
し
て
い
る
。
同
電
報
に
お

い
て
は
、
利
益
折
半
必
至
を
適
用
し
た
諸
国
が
巨
大
な
石
油
収
入
を
獲
得
し
て
い
る
例
が
縷
々
書
き
連
ね
ら
れ
た
上
で
、
同
原
翔
の
公
平
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
産
油
国
に
対
し
て
巨
大
な
石
油
収
入
を
建
設
的
に
利
用
す
る
よ
う
促
す
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ハ
リ
マ
ン
・
、
・
・
ヅ
シ
ョ

ン
は
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
に
、
生
々
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
接
す
る
機
会
と
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
た

め
の
貴
重
な
材
料
を
与
え
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
合
衆
国
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
警
戒
を
強
め
こ
そ
せ
よ
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
の
和
解
の
道
を
探
る
努
力
を
怠
っ
た
の
で
あ
る
。

　
英
国
が
紛
争
を
国
連
安
保
理
事
会
に
提
訴
し
た
の
を
受
け
て
、
一
九
五
一
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
モ
サ
デ
ク
の
訪
米
が
実
現
す
る
。

こ
の
時
、
マ
ッ
ギ
ー
と
モ
サ
デ
ク
は
、
延
べ
八
十
時
間
に
も
亙
る
直
接
会
談
を
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
両
者
の
最
大
の
対
立
点
の
一
つ
は
石
油

価
格
の
問
題
で
あ
っ
た
。
巨
大
な
石
油
収
入
を
齎
す
で
あ
ろ
う
利
益
折
半
型
協
定
の
受
け
入
れ
を
強
く
求
め
る
マ
ッ
ギ
ー
に
対
し
て
、
モ
サ
デ

ク
は
「
価
格
の
問
題
は
国
家
収
入
の
問
題
で
は
な
く
、
園
家
独
立
の
問
題
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
会
談
を
通
じ
て
モ
サ
デ

ク
を
含
む
イ
ラ
ン
側
代
表
団
は
、
安
価
に
大
量
の
石
油
を
販
売
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
良
ら
の
望
む
価
格
で
少
量
販
売
し
、
石
油
資
源
を
地
下
に
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残
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
彼
ら
は
A
至
O
C
へ
の
賠
償
の
意
図
を
再
三
示
し
て

　
　
　
　
　
㊧

い
た
の
で
あ
る
。
国
有
化
を
断
行
し
た
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
要
求
し
て
い
た
も
の
は
、
臣
大
な
石
油
収
入
で
は
な
く
、
自
ら
の
国
土

に
有
す
る
資
源
を
自
ら
の
手
で
支
配
す
る
自
由
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
求
め
て
い
た
石
酒
価
格
は
資
源
に
対
す
る
自
ら
の
権
利
の
象
微
で
あ
り
、

そ
の
価
格
で
石
油
を
販
売
で
き
る
か
、
勝
軍
収
入
の
総
額
が
如
何
に
変
化
す
る
の
か
、
と
い
う
点
は
副
次
的
問
題
だ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
ら
に

は
賠
償
の
意
思
が
あ
り
、
近
代
的
世
界
の
約
束
事
を
躁
撫
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
八
十
時
間
の
最
後
に
し
て
最
も
率
直
な
単
独
会
談
に
お
い
て
、
マ
ヅ
ギ
…
は
利
益
折
半
に
反
対
す
る
モ
サ
デ
ク
の
主
張
は
「
年
間
千
億
ド
ル

の
（
石
油
）
収
入
を
獲
得
す
る
繁
栄
し
た
国
家
の
出
現
を
阻
む
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
更
に
マ
ッ
ギ
ー
は
、
モ
サ
デ
ク
が
主
張
す
る
英
国

に
対
す
る
石
油
現
物
に
よ
る
賠
償
方
式
を
「
あ
ま
り
に
も
非
現
実
的
」
で
あ
る
と
し
て
一
蹴
し
、
「
早
急
且
つ
適
切
な
賠
償
を
伴
わ
ぬ
国
有
化
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

接
収
に
過
ぎ
ぬ
」
と
い
う
従
来
か
ら
の
合
衆
国
政
府
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
合
衆
国
が
追
求
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
は
、
産
油
国
に
対
し
て
は
利
益
折
半
原
則
の
適
用
と
同
値
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
が
イ
ラ
ン
側
の
賠
償
の
意
思
に
対
す
る
創
造
的
な
回
答
を
不
可
能
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
は
、

契
約
の
神
聖
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
に
圧
力
を
加
え
、
硬
直
化
し
た
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
枠
組
み
に
イ
ラ
ン
を
押
し
込
め

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
に
拘
泥
す
る
合
衆
国
政
府
が
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

願
望
を
経
済
的
問
題
に
駿
小
化
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
石
油
価
格
の
問
題
が
経
済
問
題
で
は
な
く
政
治
的
間
題
で
あ
る
と
い
う
イ
ラ
ン
の
主

張
に
柔
軟
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
、
合
衆
国
政
府
は
、
自
ら
が
創
り
出
し
た
は
ず
の
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
呪

縛
ゆ
え
に
、
イ
ラ
ン
に
一
億
ド
ル
の
石
酒
収
入
を
「
与
え
る
」
こ
と
を
紛
争
解
決
の
絶
薄
条
件
に
据
え
て
し
ま
い
、
現
実
に
紛
争
を
解
決
す
る

よ
う
な
有
効
な
対
応
を
考
案
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
東
爾
二
極
構
造
の
世
界
観
に
取
り
愚
か
れ
た
合
衆
国
の
政
策
決
定
老
達
は
、

西
側
の
経
済
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
か
ら
脱
落
し
た
イ
ラ
ン
の
進
路
に
は
共
産
化
し
か
道
は
な
い
と
考
え
た
故
に
、
イ
ラ
ン
を
経
済
的
安
全
保

障
政
策
の
枠
組
み
に
復
帰
さ
せ
る
べ
く
利
益
折
半
原
則
の
受
け
入
れ
を
執
拗
に
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
合
衆
国
の
政
策
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躍
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程
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
合
衆
国
と
の
溝
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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た
め
に
は
ハ
リ
マ
ン
は

　
不
可
欠
の
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
合
衆
屡
は
危
険
を
知
り
つ
つ
、
彼
の
残
留
を
決

　
吊
す
る
。
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英
国
側
提
案
の
直
後
に
、
提
案
に
対
す
る
モ
サ
デ
ク
の
意
見
が
、
非
公
式

　
な
憶
報
と
し
て
ハ
リ
マ
ン
に
齎
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
ハ
リ
マ
ン
が
最
も

　
否
定
的
だ
っ
た
の
は
、
利
益
折
半
を
A
工
O
C
へ
の
賠
償
支
払
い
分
も
含
ん
で
対

　
英
国
販
売
分
に
の
み
適
用
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
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合
衆
国
の
産
油
園
政
策
が
国
標
と
し
て
い
た
の
は
、
経
済
的
利
益
の
拡
大
に
よ
る
産
油
国
の
安
定
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
経
済
的
安
全

保
障
政
策
と
し
て
位
置
付
け
た
。
同
政
策
は
、
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
通
過
権
を
確
保
す
る
た
め
の
通
行
料
の
支
払
い

に
初
期
的
形
態
を
現
し
、
本
来
の
合
衆
国
の
国
家
収
入
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ヅ
ク
に
産
油
国
の
国
庫
に
移
転
し
つ
つ
、
石
油
利
益
の
五
〇
％
を
産

油
国
に
分
配
す
る
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
一
九
五
〇
年
協
定
に
一
応
の
完
成
を
見
た
。
こ
の
間
の
政
策
的
変
遷
は
、
当
時
の
合
衆
国
の
政
策
決

定
者
達
が
楽
観
的
に
捉
え
た
よ
う
に
、
産
油
国
の
石
油
収
入
の
拡
大
と
い
う
陽
の
側
面
を
持
つ
一
方
で
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
硬
直
化
と

い
う
陰
の
側
面
を
も
含
ん
で
い
た
。
陰
の
側
面
が
出
現
し
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、
同
政
策
に
対
す
る
企
業
の
論
理
に
よ
る
制
約
で
あ
っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
合
衆
国
政
府
が
目
論
む
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
実
現
を
阻
み
続
け
、
結
果
的
に
経
済
的
安
全
保
障
政
策

の
中
で
不
動
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
イ
ラ
ン
紛
争
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ヅ
ト
の
実
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
的
安
全
保
障
政

策
自
体
を
も
左
右
す
る
力
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
経
済
的
安
全
保
障
政
策
、
そ
し
て
同
政
策
を
創
造
し
た
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
の
本
質
的
な
限
界
は
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
要
求
を
経
済
問
題
に
一
興
化
し
た
点
に
こ
そ
見
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
合
衆
国
の
政
策
決
定
者
達
は
、
巨
大
な
石
油
収
入
を
「
与
え

る
」
こ
と
で
産
油
国
の
安
定
が
実
現
さ
れ
る
と
信
じ
込
み
、
臣
大
な
石
油
収
入
を
「
与
え
る
旧
事
が
冷
戦
政
策
上
、
不
可
欠
で
あ
る
と
決
意
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
利
益
折
半
原
則
と
産
油
国
に
対
す
る
経
済
的
安
全
保
障
政
策
の
同
値
化
は
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
合
衆

国
の
対
応
を
硬
直
化
さ
せ
、
彼
ら
を
し
て
契
約
の
神
聖
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
抑
圧
へ
と
向
か
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
対
外
政
策
の
諸
相
を
経
済
問
題
に
嫉
小
化
し
て
い
る
自
ら
の
政
策
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
相
対
化
で
き
な
か
っ
た
点
に
こ
そ
、
合
衆
国
外
交
の
悲

劇
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
従
っ
て
、
英
国
が
イ
ラ
ン
に
お
い
て
は
失
敗
し
、
合
衆
国
が
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
に
お
い
て
は
成
功
し
た
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

因
を
、
合
衆
国
の
柔
軟
性
に
帰
す
る
多
く
の
研
究
者
の
見
解
は
、
若
干
早
計
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
今
臼
か
ら
見
れ
ば
当
時
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の
石
独
価
格
は
非
常
に
低
く
、
更
に
、
産
油
園
の
取
り
分
が
五
〇
％
に
制
限
さ
れ
た
点
を
、
第
三
世
界
に
対
す
る
搾
取
と
捉
え
る
議
論
も
あ
り

得
よ
う
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
を
除
く
産
油
諸
国
に
お
い
て
は
利
益
折
半
型
協
定
へ
の
比
較
的
円
滑
な
移
行
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る

よ
う
に
、
利
益
折
半
原
則
が
、
少
な
く
と
も
当
時
は
、
産
油
諸
国
政
府
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
内
容
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
見
逃
す
べ

　
　
　
　
②

き
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
事
は
、
経
済
的
な
福
祉
の
増
大
こ
そ
、
政
治
的
な
安
定
や
社
会
的
福
祉
の
増
大
を
齎
す
と
い
う
、
恐
ら
く
今
日
の

我
々
を
も
捉
え
て
い
る
テ
ー
ゼ
に
源
を
発
す
る
、
合
衆
国
の
経
済
的
安
全
保
障
政
策
が
持
つ
強
力
な
説
得
力
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
故
に
、
イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
合
衆
国
に
突
き
付
け
た
問
題
は
、
我
々
の
今
日
的
問
題
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

　
自
己
の
政
策
の
乗
り
越
え
が
た
い
限
界
に
直
面
し
、
そ
れ
を
超
克
す
る
方
途
が
見
え
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
衆
国
は
イ
ラ
ン
へ
の

関
与
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
冷
戦
と
い
う
時
代
の
特
殊
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
最
終
的
に
、
合
衆
国
は
、
英
国

と
の
共
同
の
下
に
、
非
合
法
介
入
に
よ
っ
て
モ
サ
デ
ク
政
権
を
打
倒
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
多
く
の
曲
折
が
あ
り
、
そ

れ
を
分
析
す
る
に
は
英
米
関
係
か
ら
の
視
点
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
る
。
聖
上
の
課
題
と
し
た
い
。
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The　Theocratic　Theory　of　State　in　Sixteenth－Century

Poland－On　Stanislaw　Orzechowski’s　Late　Works一

by

KoyAMA　Satoshi

　　In　sixteenth－century　Poland　there　were　several　competing　views　of　the

state，　wltich　differed　from　each　o　ther　concerning　the　relationship　between

religious　authority　and　secular　power，　the　competences　of　king　and　parlia－

ment，　and　relations　between　the　social　orders．　Stanislaw　Orzechowski

（1513－1566）　was　one　of　the　most　active　theorists　of　the　period，　and　his

unique　theory　of　the　state　was　infiuential　until　the　late　seventeenth

century．　Nevertheless　his　position　in　the　history　of　Polish　political

thought　is　still　not　settled．　ln　this　article　the　author　analyses　the　logical

structure　of　his　theory　in　the　trilogy　which　appeared　in　his　last　years，

Dialogtte　on　the　Execution，　Quincunx　and　Polity　of　the　Polish　Kzngdom，

and　concludes　that　Orzechowski’s　political　theory　was　characterized　by

a　theocratic　image　of　the　state，　in　which　the　liberty　and　privilege　of　the

szlachta　was　subordinated　to　the　authority　of　Roman　Catholic　Church．

This　was　a　rather　isolated　view　in　sixteenth－century　Poland，　but　became

suited　to　the　social　situation　of　the　seventeenth　century．

U．　S．　Policy　toward　the　Middle　Eastern　Oil－producing

　　　　States　：　The　Creation　and　a　Setback　for　the

　　　　　　　“　Economic　Security　”　Policy．　1946－1951

by
L

ONozAwA　T6ru

　Post－war　U．’S．　policy　toward　the　Middle　Eastern　oil－producing　states

can　be　described　as　an　“　economic　security　”　policy，　which，　R．　A．　Po！lard

says，　relied　upon　economic　power　as　the　principal　instrument　of　dipio－

macy，　lt　was　tkrough　the　large　economic　benefits　from　oil　that　U．　S．

（492）



policy－makers　tried　to　realize　their　objectives：the　stabiiity鋤d　Western

orientation　of　those　countries．

　　In　the　early　post－war　years，　as　late　as　1950，　they　tried　to　execute　this

policy　in　a　flexible　and　dynamic　form．　But　no　sooner　had　Aramco，

American　Majors’　subsidiary　in　the　Saudi　rnanner．　lt　was　chiefiy　because

the　U．　S．　policy－makers　were　naively　convinced　that　tke　large　economic

benefit　would　by　itself　realize　their　objectives．　At　the　same　time，　it　is

true　that　this　policy　was　beneficial　to　the　several　Major　companies，　but

these　consequences　weren’t　intended　but　the　policy－makers，　but　were

mainly　a　result　of　the　strong　positions　qf　those　Major　companies　which

had　secured　concessions　and　actually．　carried　out　the　U．　S．　po！icies　in

these　countries．

　　U．　S．　policy－makers　believed　that　without　giving　such　benefits　their

objectives　could　not　be　achieved．　Tkey　tried　to　persuade　the　lranian

nationalist　leaders　who　had　nationa！ized　Anglo－lranian　Oil　Company　in

1951　to　accept　the　profit　sharing　principles．　But　their　effort　cottld　not

provide　a　solution　to　the　Iranian　Oil　Controversy，　since　the　lranian

nationalists　sought　not　so　much　economi．c　benefits　from　their　oil　as　fu11

control　over　their　vatural　resources，　equivalent　to　political　independence．

Here　the　economic　security　policy　toward　the　Middle　Eastern　oii－produ－

cing　states　．experi　enced　a　first・　major　setbacl〈．　However，　on　the　other

hand，　we　skou1d　not　overlook　the　fact　that　the　U．　S．　economic　security

policy　had　a　considerable　appeal　and　was　accepted　in　many　of　those

countries．

The　Campaign　for　the　Hiranuma　Cabinet　and

the　Politics　of　the　Period　of　the　Saito　Cabinet

by

HoTTA　Shinichiro

　　Hiranuma　Kiichiro，　with　the　defeat　of　the　Privy　Councii　over　the

preblem　of　the　London　Treaty，　began　to　try　for　political　power　by

means　of　cooperation　with　the　military　authorities．　At　first，　Hiranuma，

regarding　foreign　problems，　gave　his　total　approval　for　the　hard　line　of

the　“KODO”　（￥一；Nti“g＞　group　in　the　army　and　the　“KANTAI”　（eetw）
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